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題字　河原孝好先生

海
原
会
の
第
91
回
目
と
な
る
総
会
が
、
定
例
の
６
月
第
一

土
曜
日
、今
年
は
６
月
２
日
に
開
か
れ
ま
す
。
こ
こ
数
年
、年

ご
と
に
出
席
者
が
増
加
し
て
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
心

配
さ
れ
た
昨
年
も
、
３
０
０
名
近
い
会
員
が
出
席
し
て
会
場

の
講
堂
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
も
ぜ
ひ
同
期
や

部
活
仲
間
、
友
人
な
ど
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
総
会
後
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
開
か
れ
る
親
睦
会
も

年
々
盛
大
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

総
会
で
は
主
賓
と
し
て
お
招
き
し
て
い
る
古
賀
喜
博
学
園

理
事
長
お
よ
び
水
谷
弘
校
長
か
ら
の
ご
挨
拶
を
通
じ
学
園

の
教
育
の
現
状
、
今
後
の
プ
ラ
ン
さ
ら
に
は
昨
年
震
災
に
よ

る
被
害
を
う
け
た
那
須
海
城
校
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
生

の
情
報
を
伺
え
る
貴
重
な
機
会
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
総
会
の一
日
が
、
皆
様
方
の
学
園
時
代
を
振
り
返
り
ま
た

新
た
な
学
園
と
の
絆
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
と
な
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

◆総会　海城学園講堂（１号館３階 ）

■挨拶／海原会長、学園理事長、学校長 
■主な議題／	平成23年度活動報告および決算報告
		  平成24年度活動計画および予算案その他
		  表彰対象卒業生への記念品贈呈
		  質疑応答
		  その他 
■海城学園吹奏楽団による演奏 

◆親睦会　食堂棟カフェテリア  

参加費 /3,000 円   学生 /1,000 円 
本年卒新会員は無料です 

同封の返信用はがきで
５月２５日（金）までに
総会・親睦会への出欠を
お知らせください。

海原会総会のご案内
■ 平成２4 年６月２日（土）午後３時開会

今年の卒業表彰の対象年は以下の方々です。
総会に出席した対象者の方々には母校にちなんだ記念品を贈呈します。
各卒業年次の皆さま、お誘い合わせてご出席ください。

※海原会は皆様の会費で運営されております。

■ 祝卒業60年	… 昭和27年卒
■ 祝卒業50年	… 昭和37年卒
■ 祝卒業40年	… 昭和47年卒

■ 祝卒業30年	… 昭和57年卒
■ 祝卒業20年	… 平成4年卒

記念品を贈呈します

６
月
２
日　
で
す

海
原
会
総
会・親
睦
会
（土）

撮影　山本満男



海
原
会
で
は
昨
年
は
６
月
に
「
記
念
艦
三
笠
の
見
学

会
」を
実
施
、
夏
に
は
高
校
野
球
の
応
援
、
９
月
に
は
海

城
祭
の
場
を
借
り
て
第
二
回
目
の
「
海
原
会
サ
ロ
ン
」の

開
設
、
さ
ら
に
10
月
に
は
ゴ
ル
フ
会
の
発
足
の
た
め
の
準

備
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
海
原
会
と
し
て
は
今
年
も
魅
力
あ
る
同
窓
会
を

目
指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

一つ
は
昨
年
か
ら
具
体
化
に
向
け
て
動
き
だ
し
た
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施
が
あ
り
ま

す
。
今
年
２
月
に
関
心
の
あ
る
会
員
約
20
名
が
集
ま
っ

て
具
体
化
の
検
討
を
進
め
、
よ
う
や
く
実
施
計
画
を
ま

と
め
ま
し
た
。
実
施
計
画
の
詳
細
は
３
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。ま

た
他
に
も
見
学
会
、
旅
行
会
と
いっ
た
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
、
恒
例
と
な
っ
た
「
海
原
会
サ
ロ
ン
」も
動
き
だ
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
サ
ロ
ン
の
場
を
会
員
の
親
睦
や
懇

談
が
図
れ
る
場
と
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
な
ど
も
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
、会
員
の
年
代
を
越
え

た
縦
の
交
流
、さ
ら
に
同
期
の
仲
間
な
ど
の
横
の
関
係
を

一段
と
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
加
え
て
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
じ
て
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
て
頂
け

る
会
員
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
今
後
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
活
動
を
発
展
さ
せ
活
発
化

す
る
た
め
に
、皆
さ
ま
の
持
て
る
知
恵
と
時
間
と
労
力
を

提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が
い
らっ
し
ゃい
ま
し
た
ら
、
是

非
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。
各
プ
ラ
ン
に
参
加
し
た
い

方
、ま
た
プ
ラ
ン
の
企
画
運
営
、
具
体
化
に
関
心
の
あ
る

方
、
ど
の
よ
う
な
形
で
も
結
構
で
す
。
活
動
の
お
手
伝

い
を
し
て
頂
け
る
方
は
海
原
会
事
務
局
（Fax

：03-
3209-6990   E-m

ail

：unabara@
kaijo.ed.jp

）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
是
非
一
緒
に
海
原
会
活
動
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
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今年も 「海原会サロン」を開催します。第３回目を迎えます。

海城祭（文化祭）に於ける海原会サロンは、同窓の交流を目

指して催されるので総会とは趣を異にして、在学生と共に同

窓会活動を盛り上げるイベントです。期間中は学園を開放し

ての見聞は、今の海城を知る機会でもあり、若いОＢにおいて

は懐かしく、年配のОＢ

においては母校の興隆

に目を見張り、感慨一

入かと思います。昨年

は文化祭の来場者が

約２万人、校内いっぱいの人で溢れ活況を呈しました。訪れ

た人は、在校生、ОＢは勿論、ОＢ親子、父兄の皆様、他校の学

生たち、来年受験される親子連れ、などで賑わいます。その

中で多くの方達が「サロン」にお出でいただき、「改めて海城

のすがたを見直しました」と関心を持たれ、知って頂いた事を

喜んでおります。今年もスタッフ一同、一層の工夫をこらした

いと考えております。展示内容案についても、常設コーナーは

「海城の沿革」を更に充実を計り、海軍予備校時代、日比谷

中学校時代、海城中学校時

代、海城学園時代を写真で

展示するなど、また、企画コー

ナーでは、会報でもとりあげ

た「活躍してます」「われら

海城人」の卒業生たちを紹介し

たいと考えております。更にサロ

ン会場ではブランディングとして

応援帽・Ｔシャツ・ポロシャツ等を頒布しております。ご利

用下さい。などなどを考えておりますが、併せてこんな事あん

な事、珍しい写真などありましたらお借り頂ければ幸いです。

皆様のお知恵提案がありましたら、心よりお待ちしております。

又海城では人気の学年ごとの卒業アルバムコーナーも山

ほど用意して、母校にご無沙汰している方も、していない方も

「俺も海城に居たんだ」を実感して下さい。

ご来場をお待ちしております。    　　     （山本満男）

９月15、16日（海城祭）は
「海原会サロン」の日です。

こ
と
し
も
様
々
な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す

昨年、実施した第1回見学会「記念艦三笠」につきましては、ご家族の参加もあり大変好評を得ました。（社）三笠保存会の理事をされておられる石川達也先輩には大変お世話になりました。
ありがとうございました。
本年は、第2回の見学会として、長野県上田市にあります戦没画学生慰霊美術館「無言館」を訪ねる

ツアーを
検討しています。同館は、昭和35年卒の同窓、窪島誠一郎氏が起した展示館で、第2次世界大戦中、志なかばで、戦場に散った画学生の残した作品を展示しています。

窪島氏は、全国に画学生の御遺族を訪ねて作品の収集にあたり、大変なご苦労をされたと聞いています。これらの作品を観ながら、窪島氏に「無言館」設立に到る経緯などを直接伺い、展示品のご説明をうけたいと考えております。いまのところツアーは10月ごろに計画しておりますが、具体的な日時やツアーの内容など詳細が決まり次第、海原会ＨＰへの掲載や常任幹事会などの会合、その他の機会・ルートを通じてお知らせいたしますが、現時点でツアーに関心をお持ちの方、参加ご希望の方は、海原会事務局にMailか、Faxで 一報いただければ幸いです。後日直接詳細のご案内をいたします。
　　　　　　　　（安藤　浩）海原会事務局　	E-mail：unabara@kaijo.ed.jp	 Fax：03-3209-6990

第2回見学会
「無言館」ツアーを計画中です。

サロン

旅
行
会

窪島誠一郎氏

見つけました

無言館

大盛況の海城祭校庭（昨年）
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ゴルフ大会の景品や賞品の寄贈を歓迎します。
事務局までご連絡ください。

先
輩・後
輩
を
つ
な
ぐ
絆
に実

行
委
員
長
　
𠮷
岡
幸
夫 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
、海
原
会
に
ゴル
フ
会
を
発
足
す

る
に
当
た
り
実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
32
年
卒
の
𠮷
岡

で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
考
え
て
見
る
と
１
０
０
年

近
い
歴
史
の
あ
る
海
原
会
に
ゴル
フ
会
が
無
い
の
が
不
思
議
な
く
ら

い
で
し
た
。
こ
の
会
を
、
先
輩
と
後
輩
を
つ
な
ぐ
絆
と
し
、そ
し
て 

一 

堂
に
会
し
て
１
日
楽
し
く
集
い
、
お
互
い
に
親
睦
と
情
報
交
換
が

出
来
る
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
1
回
大
会
で

す
、
ぜ
ひ
と
も
成
功
さ
せ
て
次
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

海
原
会
会
長　

徳
光
和
夫

第一回
海原会ゴルフ会の
ご案内

開催日	 平成２４年１０月１２日（金）
開催場所	 豊里ゴルフクラブ
	 〒300-2615　茨城県つくば市大字田倉５１８５
	 Tel : 029-847-0011  Fax : 029-848-1311
	 ※クラブバス送迎バス有（つくばエクスプレス : 研究学園駅より）

競技方法	 1８ホール ストロークプレー（新ペリア方式）
参加資格	 １） 海原会会員
	 ２） 海城学園関係者

参加費用
１） プレー料金　	13,500円
（グリーンフィ、キャディフィ、カートフィ、諸経費、昼食、パーティ代、
ゴルフ場利用税、消費税含）
※昼食時のドリンク、朝食､コース売店､ショップのご利用代金は別

２） 参加費　	 3,500円

応募締切日	平成２４年６月３０日（土）

応募方法
□海原会総会出欠はがきのゴルフ会の参加欄を丸で囲んで返信ください
□海原会ホームページ（http://unabarakai.jp）から申し込み
□海原会事務局	 ファックス ： 03-3209-6990
	 	 メール ： uabara@kaijo.ed.jp

大会役員
会長	 徳光和夫（Ｓ34）
実行委員長	 𠮷岡幸夫（Ｓ32）
実行副委員長	 松島義人（Ｓ41）
事務局	 安藤　浩（Ｓ34）
	 国井信男（Ｓ62）
広報担当	 小西洋也（Ｓ41）
記録担当	 池内　宏（Ｓ33）
催事担当	 溝口舜亮（Ｓ36）
	 原　　孝（Ｓ46）
委員	
西川芳弘（Ｓ33）　鈴木雅彦（Ｓ34）
山崎典夫（Ｓ34）　達林　哲（Ｓ35）
岡本隆雄（Ｓ36）　斎藤邦夫（Ｓ36）
林　昭策（Ｓ36）　菅原次郎（Ｓ41）
石黒淳一郎（Ｓ47）

海
原
会
の
ゴ
ル
フ
会
を
設
立
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
会
と
い
う
と
ゴ
ル

フ
に
関
心
の
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
ゴ
ル

フ
好
き
の
連
中
が
勝
手
に
集
ま
っ
て
遊
ぶ
会

な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、海
原
会
と
し
て
は
ゴ
ル
フ
を
や
る
人
や
ら
な
い
人
す
べ
て
が
参
加
で

き
る
海
原
会
の
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
べ
く
企
図
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

名
称
は
「
海
原
会
ゴ
ル
フ
会
」
で
す
。
ゴ
ル
フ
会
で
は
競
技
そ
の
も
の

以
上
に
、ゴ
ル
フ
を
き
っか
け
と
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
り
、交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
い
う
な
れ
ば
「
総
会
」や
「
海
原
会
サ

ロ
ン
」な
ど
と
並
ぶ
会
員
同
士
の
交
流
促
進
、
親
睦
を
図
る
新
た
な
機
会
、

場
の
創
設
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
そ
の
も
の
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
批
判
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に

理
解
し
た
う
え
で
な
お
ゴ
ル
フ
に
こ
だ
わっ
た
理
由
は
、一 

つ
に
は
ゴ
ル
フ
は

若
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
参
加
で
き
る
競
技
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
１
０
０
名
単
位
の
人
が
一
堂
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
海
原
会

会
員
の
年
代
世
代
を
越
え
た
交
流
を
図
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
し
、

ま
た
競
技
後
の
食
事
や
パ
ー
テ
ィ
な
ど
を
通
じ
て
親
交
親
睦
を
深
め
る

機
会
と
も
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
競
技
と
は
別
に
大
会
の
企
画
や
運
営
そ
の
も
の
に
関
心
の
あ
る

方
々
が
直
接
間
接
に
参
加
し
た
り
、
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
と
結
び
つ
け
た
企

画
、
例
え
ば
旅
行
会
や
見
学
会
な
ど
と
いっ
た
こ
と
を
実
施
す
る
な
ど
し

て
頂
け
れ
ば
、会
員
の
交
流
の
機
会
、場
が
様
々
な
形
に
広
がって
発
展
し

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
って
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
海
原
会
会
員
の
み
な
ら
ず
、学
園
お
よ
び
学
園
関
係
者
、教
職

員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
皆
様
と
の
関
係
を
深
め
る
一
助
に
な
る
こ
と
も
願
って

お
り
ま
す
。
ゴ
ル
フ
を
や
る
人
や
ら
な
い
人
す
べ
て
が
参
加
で
き
る
「
海

原
会
ゴ
ル
フ
会
」
の
今
後
の
活
動
に
是
非
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
ご
支
援

を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

徳
光
会
長
の
𠮷
岡
さ
ん
評

「
𠮷
岡
先
輩
は
私
が
海
城
高
校
野
球
部
に
入
部
し
た
際
の
３

年
生
で
、ば
り
ば
り
の
レ
ギュラ
ー
で
い
ら
っし
ゃい
ま
し
た
。
打

撃
で
は
５
番
を
務
め
て
い
ま
し
て
、
当
時
の
野
球
部
で
は
屈
指

の
強
打
者
、
長
距
離
バッ
タ
ー
で
な
ら
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
せ
、
練
習
に
な
る
と
ポ
ン
ポ
ン
と
保
善
高
校
の
方
ま
で
ボ
ー

ル
が
行
って
し
ま
う
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、保
善
高
校
の
人
た
ち

が
怒
っ
た
と
か
怒
ら
な
かっ
た
と
か
…
。」

𠮷岡幸夫氏プロフィール
昭和13年生まれ。海城中
学に入学、海城高校32年
卒。在学中は河原先生の
野球部で活躍。36年法政
大学卒業。趣味はゴルフ、
毎日のウオーキングとストレ
ッチ。2011年度茨城ＧＣ
と大洗ＧＣのグランドシニ
アのチャンピオン。

ゴ
ル
フ
会

3

海原会ゴルフ会
発足にあたって
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那須校
だより

那
須
高
原
海
城
中
学・高
等
学
校
教
頭

（
平
成
３
年
卒
）

多
摩
市
で 

﹁
全
寮
制
﹂学
校
を
再
開

東
日
本
大
震
災
に
よ
って
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
本
校
は
、
昨
年
５
月
よ
り
海
城
中
学
・
高

等
学
校
の
３
号
館
を
お
借
り
し
て
学
校
生
活
を

お
こ
な
って
き
ま
し
た
が
、こ
の
４
月
か
ら
は
新
宿

を
離
れ
多
摩
市
に
キ
ャン
パス
を
移
転
を
し
ま
し

た
。本

校
生
徒
が
震
災
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に

も
め
げ
ず
に
こ
の
１
年
間
頑
張
れ
た
の
も
海
城
の

生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
の
み
な
さ
ん
が
あ
た

た
か
く
本
校
の
生
徒
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら

で
す
。
ま
た
、
海
原
会
か
ら
も
多
大
な
ご
支
援

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

海
城
と
那
須
海
城
の
両
校
が
同
じ
施
設
で
学

校
生
活
を
送
る
と
い
う
思
わ
ぬ
で
き
ご
と
で
し
た

が
、兄
弟
校
が
交
流
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
部
活
動
や
委
員
会
活
動
な
ど
か
ら

生
徒
間
の
交
流
が
は
じ
ま
り
、９
月
に
は
海
城
祭

と
那
須
海
城
祭
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
も
実
現
し

ま
し
た
。
那
須
で
は
得
ら
れ
な
かっ
た
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
１
年
間
は
大
き
な
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
６
月
の「
文
化
祭
」
で

元
気
な
姿
を
見
て
く
だ
さ
い
。

本
校
の
生
徒
は
那
須
を
「
第
二
の
故
郷
」と
呼

び
ま
す
。
そ
の
那
須
に
早
く
戻
り
た
い
と
い
う
思

い
は
、生
徒
・
教
職
員
み
な
強
く
持
って
い
ま
す
。

し
か
し
、
校
舎
の
被
害
状
況
が
深
刻
な
こ
と
に
加

え
、
放
射
線
量
の
問
題
も
重
な
り
、い
ま
し
ば
ら

く
那
須
の
復
旧
・
復
興
に
は
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
今
後
２
年
間
は
東
京
都
多
摩
市

に
あ
る
廃
校
を
利
用
し
て
学
校
運
営
を
お
こ

な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、那
須
海
城

の
教
育
の
柱
で
あ
る
「
全
寮
制
」も
今
年
度
か

ら
復
活
し
ま
し
た
。
多
摩
市
と
相
模
原
市
に

あ
る
桜
美
林
大
学
の
２
カ
所
の
施
設
を
寮
と

し
、
全
校
生
徒
が
４
月
か
ら
寮
生
活
を
送
って

い
ま
す
。
生
徒
は
再
度
の
学
校
移
転
に
も
明

る
く
前
向
き
で
す
。
寮
生
活
で
培
って
き
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォロ
ア
ー
シ
ッ
プ
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、
上
級
生
と
下
級
生
が
力
を
合

わ
せ
て
多
摩
で
の
学
校
・
寮
生
活
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
６
月
16
日
・
17
日
に
は
「
那

須
海
城
祭
」が
多
摩
の
キ
ャン
パス
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

那
須
高
原
海
城
中
学
校
・
高
等
学
校 

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス　

多
摩
市
豊
ヶ
丘
4
|
4

Tel : 042-374-8011

大学 学部
岩手医科 1
金沢医科 1
金沢工業 2
近畿 2
久留米 1
昭和 3
諏訪東京理科 1
千葉工業 1
中央 1

大学 学部
桐蔭横浜 1
東海 8
東京工科 3
東京電機 1
東京都市 2
東京農業 2
東京薬科 1
東京理科 2
同志社 1

大学 学部
順天堂 1
成蹊 1
成城 1
専修 4
拓殖 2
多摩 1
玉川 1
中央 1
帝京 1

大学 学部
東洋 2
新潟医療福祉 1
日本 2
明治 1
立命館 2
早稲田 1

大学 学部
東京経済 1
東京都市 2
東洋 3
獨協 2
二松学舎 1
日本 4
日本体育 1
文化学園 1

大学 学部
東北 1
広島 1
琉球 1
秋田県立 1

大学 学部
桜美林 2
大阪体育 1
学習院 3
神奈川 2
杏林 1
國學院 2
国士舘 2
駒沢 2
四天王寺 1

平
成
23
年
度
の
「
海
原
会
賞
」
は
古
典
芸

能
部
の
創
設
に
尽
力
し
た
三
木
駿
鷹
君
が
受

賞
さ
れ
た
。

賞
状
を
読
む
と
「
盟
友
平
山
創
君
と
」
と

あ
る
。
平
山
君
は
学
園
の
「
功
労
賞
」（
規
約

に
よ
り
部
に
１
名
部
長
職
）
が
顕
彰
さ
れ
て
い

る
の
で
、
三
木
君
の
顕
彰
を
、
と
の
事
で
海
原

会
賞
に
推
挙
さ
れ
た
。
２
人
は
２
０
０
８
年

に
「
同
好
会
」を
設
立
、部
員
５
、６
人
か
ら
始

ま
り
今
で
は
40
人
に
な
り
「
部
」に
昇
格
し
た
。

そ
の
功
績
は
称
賛
に
値
す
る
。

「
当
初
は
落
語
を
楽
し
み
演
じ
る
た
め
に

作
っ
た
部
活
で
は
あ
っ
た
が
、
活
動
を
重
ね
る

ご
と
に
、
古
典
芸
能
を
作
っ
た
の
は 

一 

体
ど
の

よ
う
な
人
だ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が

あ
っ
た
の
か
」
と
考
え
た
と
い
う
。
そ
の 

一 

つ
の

研
究
成
果
が「
ム
ー
ラ
ンル
ー
ジュ新
宿
座
と
海

城
学
園
」と
し
て
纏
め
ら
れ
、そ
の
姿
が
Ｔ
Ｖ
で

放
送
さ
れ
た
。
引
き
金
に
な
っ
た
二
人
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
は
素
晴
ら
し
い
。
と
も
あ
れ
「一 

所

懸
命
」の
姿
は
心
を
打
た
れ
る
。

つ
い
で
に
お
２
人
の
進
学
は
と
聞
く
と
、三
木

君
は
慶
應
、平
山
君
は
早
稲
田
。
早
慶
戦
だ
。

合
格
お
め
で
と
う
！ 

◆
付
記

﹁
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジュ海
城
公
演
﹂

古
典
芸
能
を
鑑
賞
、研
究
、実
演
を
し
て
い

く
う
ち
に
、
お
膝
元
の
新
宿
が
か
つ
て
戦
後
の

お
笑
い
の
中
心
地
で
あ
り
、
そ
の
殿
堂
と
し
て

の
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
新
宿
座
で
活
躍
し
た
関

係
者
、
俳
優
、
女
優
に
ル
ポ
ル
タ
ー
ジュを
敢
行

す
る
。そ
の
研
究
ぶ
り
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏
ニュー

ス
で
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
途
上
、な
ん
と 「
ム
ー

ラ
ンル
ー
ジュ 

一 

座
が
海
城
に
出
演
」
と
い
う
ス

ク
ー
プ
に
な
っ
た
。
顧
問
の
川
崎
先
生
の
手
を

借
り
て
資
料
を
元
に
我
が
О
Ｂ
に
連
絡
、
数
人

の
方
と
当
時
の
様
子
を
聴
く
事
が
出
来
た
と

云
う
。

当
時
の
Ｏ
Ｂ
に
聞
く
と
、
教
壇
を
集
め
舞
台

に
見
立
て
、
腰
み
の
を
当
て
た
ダ
ン
サ
ー
が
踊
っ

た
と
の
事
。
先
生
、
生
徒
は
目
を
白
黒
？  

大

喜
び
し
た
と
か
。
こ
の
公
演 

一 

座
の
支
配
人
曰

く
「
学
校
に
よ
ば
れ
た
の
は
初
め
て
だ
。
海

城
は
進
歩
的
で
す
ね
」と
感
激
し
た
と
云
う
。

こ
の
事
は
「
本
校
の
、戦
後
の
進
歩
性
を
示

す
意
味
で
も
こ
の
公
演
の
意
義
は
少
な
く
な

い
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
リ
ベ
ラ
ル
な
学
校
に

感
服
。                         （
山
本
満
男　
記
）

海
原
会
賞

古
典
芸
能
部
の
三
木
駿
鷹
君

部
昇
格
に
活
躍

あ
な
た
は
今
か
ら
五
年
前 

盟
友
平
山

創
君
と
古
典
芸
能
同
好
会
を
設
立
し

ま
し
た　

あ
な
た
の
真
摯
か
つ
献
身
的

な
活
動
に
よ
り
現
在
で
は
部
に
昇
格 

中
高
で
約
四
〇
名
を
擁
し 

昨
夏
は
部

独
自
の
研
究
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
る

な
ど 

同
種
の
活
動
機
関
と
し
て
は
国

内
有
数
の
規
模
に
ま
で
成
長
さ
せ
ま

し
た  

よ
っ
て
そ
の
活
躍
を
た
た
え
表

彰
し
ま
す

　
平
成
二
十
四
年
三
月
十
八
日　

海
原
会 

会
長 

徳
光
和
夫

那
須
海
城
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス（
東
京・多
摩
市
）

那須校
入試結果

国公立

大学 学部
水産大学校 1

文部科学省管轄外

私立理系 私立文系

4

塩
田
顕
二
郎

大学 学部
武蔵 3
武蔵野美術 1
明治学院 1
立命館 1
立教 1
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海
原
三
四
会

さ
い
た
ま
市
同
期
生
の
会

昨
年
開
催
予
定
が
震
災
の
影
響
も
あ
っ

て
延
び
延
び
に
な
って
い
た
が
、
平
成
24
年

1
月
14
日
（
日
）新
年
会
と
し
て
の
開
催
と

な
っ
た
。
会
場
は
浦
和
駅
近
く
の
「
浦
和

椿
山
荘
」。
ホ
テ
ル
12
階
に
あ
る
宴
室
の
大

き
な
窓
か
ら
は
小
さ
な
灯
を
ち
り
ば
め
た

浦
和
の
街
が
綺
麗
に
広
がって
見
渡
せ
る
の

が
心
地
よ
い
。
こ
の
会
は
海
城
高
校
に
在

学
し
て
い
た
当
時
、
ま
た
は
現
在
さ
い
た
ま

市
（
旧
浦
和
、
大
宮
、
与
野
、
岩
槻
）に
居

住
す
る
同
期
生
の
集
ま
り
で
、
こ
の
日
に
顔

を
そ
ろ
え
た
の
は
14
名
中
9
名
で
あ
っ
た
。

欠
席
者
の
中
に
は
難
し
い
病
に
罹
り
、
闘
病

生
活
を
し
て
い
る
仲
間
が
数
名
も
い
て
、
心

配
す
る
と
同
時
に
お
互
い
70
歳
を
過
ぎ
た

身
を
案
じ
あ
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
相
集
い
話
は
大
い
に
盛
り
上

がっ
た
。
地
元
に
あ
る
J
１
チ
ー
ム
の
話
や

高
校
時
代
の
運
動
部
活
動
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

談
義
か
ら
市
内
在
住
の
後
輩
の
衆
議
院
議

員
や
市
議
会
議
員
の
活
動
ぶ
り
、さ
ら
に
は

武
蔵
浦
和
の
駅
ビルに
日
本
そ
ば
の
店
を
出

し
て
い
る
同
期
生
の
消
息
や
浦
和
の
中
山

道
筋
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
店
を
持
つ
同
期
生

の
娘
夫
婦
な
ど
の
話
。
そ
し
て
ウ
ナ
ギ
の
街
、

か
ば
焼
き
発
祥
の
地
「
浦
和
」評
判
の
店
の

口
コ
ミ
情
報
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
タ
イ
ミ

ン
グ
良
く
給
仕
さ
れ
る
お
い
し
い
会
席
料
理

と
好
み
の
美
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
本
当
に

愉
快
な
三
時
間
と
な
っ
た
。最
後
に
同
期
会
、

海
原
会
総
会
への
出
席
を
約
束
し
、余
韻
を

楽
し
み
な
が
ら
散
会
し
た
。   （
市
川
武
昭
）

浸
り
用
意
の
写
真
に
思
い
出
を
語
り
合
い
、

今
後
も
旅
行
会
続
行
を
今
回
の
旅
行
委
員

長
斉
藤
（
邦
）
君
に
願
い
ま
し
た
。
ま
た
、

山
田
36
会
会
長
よ
り
来
年
の
我
々
古
希
を

迎
え
た
同
総
会
に
向
け
た
始
動
宣
言
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
写
真
は
全
て

Ｃ
Ｄ
に
収
め
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
が
、
こ
の

機
に
パソコン
の
勉
強
開
始
を
宣
言
す
る
会

員
も
２
～
３
名
あ
り
、向
学
心
喚
起
集
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。               （
赤
石　
浩
）

橋
元
由
君
。
還
暦
を
迎
え
る
節
目
を
記
念

し
て
の
実
に
17
年
ぶ
り
の
同
窓
会
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
住
所
も
変
わ
っ
た
人
も

お
り
、
同
窓
生
48
名
中
返
信
が
あ
っ
た
の
は

32
名
。
当
日
は
、
29
名
の
卒
業
生
が
出
席

し
ま
し
た
。
久
の々
旧
友
の
顔
を
見
て
、
お

元
気
な
山
西
先
生
を
囲
ん
で
昔
日
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
是
非

同
窓
会
を
や
って
欲
し
い
と
い
う
声
も
強
く
、

不
定
期
な
が
ら
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
連
絡
の
取
れ
な
い
16
名
の

方
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
ま
し
た
ら
幹
事
の
志

賀
（
住
所
は
変
わ
って
い
ま
せ
ん
。）
ま
で
ご 

一 

報
を
！ 　
　
　
　
　
　
　
（
志
賀
敏
和
）

藤
（
佳
）、杉
山
（
敬
称
略
）で
す
。

（ 

杉
山
紘
千
佳
）

昭
和
36
年
卒　
36
会

﹁
修
学
旅
行
﹂の
写
真
交
換
会

50
年
目
の
修
学
旅
行
ス
ナ
ッ
プ
写
真
交

換
会
を
平
成
23
年
11
月
22
日
に
参
加
15
名

で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
飲

み
物
と
お
つ
ま
み
を
持
ち
寄
り
、
思
い
出
に

36
会
G
組

濱
尾
甫
先
生
を
偲
ぶ
会

去
る
3
月
30
日
（
金
）
に
恩
師
濱
尾
甫

先
生
を
偲
ぶ
会
が
東
京
ガ
ス
四
谷
ク
ラ
ブ
で

行
わ
れ
、
海
城
36
会
Ｇ
組
の
有
志
14
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。
最
初
に
濱
尾
甫
先
生
を

始
め
、伊
井
雅
澄
、伊
藤
明
、見
村
俊
二
、吉

沢
豊
君
な
ど
物
故
者
に
対
し
黙
祷
。
続
い

て
幹
事
か
ら
36
会
同
志
の
溝
口
舜
亮
君
の

舞
台
「
裏
の
木
戸
は
開
い
て
い
る
」
と
寺
崎

央
君
の
著
書
「
癌 

一 

髪
！
」
への
協
力
の
お

願
い
が
あ
り
、
各
自
、
濱
尾
先
生
の
思
い
出

と
現
在
の
近
況
等
を
語
り
、今
年
の
36
会
の

総
会
6
月
2
日
（
土
）
に
こ
ぞ
って
参
加
し

よ
う
と
結
束
し
散
会
し
ま
し
た
。
集
合
写

真
は
後
列
左
か
ら
嶋
田
、
鈴
木
、立
川
、
下

川
、高
崎
、鯉
沼
、小
谷
野
。
前
列
右
か
ら

山
口
、清
水
、中
田
、小
田
、佐
藤
（
洋
）、佐

同期会
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昭
和
42
年
度
中
学
卒
同
窓
会

還
暦
迎
え
17
年
ぶ
り
の
再
開

平
成
23
年
10
月
29
日
（
土
）、
新
宿
のハ

イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェン
シ
ー
東
京
に
お
い
て
、

山
西
顕
六
先
生
の
ご
出
席
を
賜
り
、
同
窓

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
幹
事
長
は
高

平
成
２
年
卒
６
年
10
組

学
校
の
変
貌
ぶ
り
に
感
激

平
成
23
年
12
月
18
日
（
土
）、
約
２
年
ぶ

り
の
ク
ラ
ス
会
は
、
幹
事
の
小
野
（
旧
姓
：

田
嶋
）く
ん
の
企
画
に
よ
り
、
担
任
の
茂
木

先
生
（
現
・
那
須
海
城
校
長
）
の
御
案
内

に
よ
る
、
現
在
の
海
城
の
見
学
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
８
階
建
て
に
積
み
増
し
さ
れ

た
本
館
に
始
ま
り
、
体
育
館
も
武
道
場
も

食
堂
も
図
書
館
も
…
…
ど
れ
も
こ
れ
も
が
、
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高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

田
中
政 
一 
先
生
の

定
年
退
職
を
祝
う
会

2
月
25
日
（
土
）神
楽
坂
の
日
本
出
版
ク

ラ
ブ
に
て
、体
育
教
師
と
し
て
、高
校
野
球
部

監
督
と
し
て
、42
年
の
長
き
に
わ
た
り
、教
育
、

指
導
さ
れ
て
き
た
田
中
政 

一 

先
生
の
定
年

退
職
を
祝
う
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

雨
上
が
り
で
足
下
の
悪
い
中
、
20
才
代

～
50
才
代
の
田
中
先
生
か
ら
直
接
指
導

文
実・生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会
の
新
年
会

新
大
久
保
の
変
化
に
感
心
し
き
り

平
成
24
年
1
月
3
日
（
火
）
に
新
大
久

保
に
て
文
実
・
生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会
の
新
年
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
な
お
、文
実
は
文
化
祭
実

行
委
員
会
の
略
で
ブン
ジ
ツ
と
読
み
ま
す
。

20
代
～
40
代
ま
で
幅
広
い
世
代
が
参
加
。

最
近
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
る
小
林
先
生
の

話
な
ど
心
配
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ

を
受
け
た
世
代
は
も
ち
ろ
ん
、
河
原
先
生

世
代
の
60
才
代
～
80
才
代
の
大
先
輩
ま
で

1
2
0
人
を
超
え
る
方
々
が
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

八
田
会
長
は
じ
め
、
歴
代
O
B
会
長
の

謝
辞
に
は
じ
ま
り
、
各
年
代
代
表
者
に
よ

る
田
中
先
生
と
の
思
い
出
エ
ピ
ソ
ー
ド
披
露

ス
ピ
ー
チ
が
続
き
、
田
中
先
生
に
は
内
緒
で

行
っ
た
奥
様
への
イ
ン
タ
ビュー
で
は
、会
場
が

爆
笑
に
包
ま
れ
、終
始
明
る
く
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

東
京
大
学
野
球
部
前
主
将
、
岩
崎
く
ん

の
指
揮
に
よ
る
参
加
者
全
員
で
の
校
歌
斉

唱
で
は
、
念
の
た
め
歌
詞
カ
ー
ド
を
み
な
さ

ん
に
配
って
い
た
の
で
す
が
、さ
す
が
は
元
高

校
球
児
。
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
る
人
は 

一 

人

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
任
の
梶
監
督
か
ら
は
、感
謝
と
今
後
の

抱
負
を
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
の
田
中
先
生
の
ご
挨
拶
で
は
、「
河

原
先
生
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
い
う
気
持

ち
で
指
導
し
て
き
た
が
、
最
後
ま
で
追
いつ

け
な
かっ
た
」
と
、
悔
し
い
胸
の
内
を
打
ち

明
け
ら
れ
、
私
を
含
め
「
親
の
心
子
知
ら

ず
」
な
教
え
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
た

O
B
も
少
な
く
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

田
中
先
生
の
スピ
ー
チ
内
容
は
、
最
後
ま

で
自
分
に
厳
し
い
田
中
先
生
ら
し
い
ス
ピ
ー

チ
で
し
た
。
た
だ
、想
定
外
だ
っ
た
の
は
、田

中
先
生
の
ス
ピ
ー
チ
の
短
さ
で
す
。
試
合
の

後
の
反
省
会
で
は
、
話
が
と
て
も
長
かっ
た

田
中
先
生
。
O
B
に
向
け
た
最
後
の
話

も
き
っと
長
い
だ
ろ
う
と
、
十
分
な
時
間
を

とって
お
い
た
の
で
す
が
、
非
常
に
簡
潔
で
よ

く
ま
と
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
お
話
で
締
め
く

く
って
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

最
後
は
、今
回
司
会
も
つ
と
め
た
、慶
応

義
塾
大
学
野
球
部
で
活
躍
し
た
結
城
く
ん

の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
、
参
加
者
全
員

で
の
記
念
撮
影
で
、
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
終
了
後
は
、
近
い
年
代
同
士
連
れ
立
っ

て
、神
楽
坂
で
田
中
先
生
の
教
え
子
ら
し
く
、

長
い
反
省
会
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
た
そ

う
で
す
。　
（
平
成
2
年
卒　
岡
村
威
治
）

地
域
海
原
会
・
O
B
会

平
成
５
卒
４
組
ク
ラ
ス
会

即
席﹁
ホ
ー
ムル
ー
ム﹂に
耳
を
傾
け
る

フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
再
会
し
た
仲
間
と
準

備
を
始
め
て 

一 

か
月
、海
原
会
中
村
先
生
の

協
力
を
得
て
前
日
に
連
絡
の
つい
た
小
垣
先

生
を
含
め
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
勢
16

平
成
14
年
卒
同
窓
会

今
後
も
毎
年
1
月
に
開
催

1
月
21
日
（
土
）に
、
毎
年
恒
例
の
学
年

同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
年
は
卒

業
10
周
年
と
い
う
事
で
、節
目
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
約
15
名
の
同
期
と
、村
上
先
生
・

福
島
先
生
・
石
塚
先
生
の
3
人
の
先
生
方

を
交
え
、
母
校
カ
フェテ
リ
ア
に
て
、
ま
っ
た

り
と
交
友
を
深
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が

各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
様
子
や
、結
婚
し

た
人
の
話
等
、様
々
な
近
況
報
告
や
懐
か
し

い
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
学
年
同
窓

会
は
、
今
後
も
毎
年
1
月
に
開
催
予
定
で

名
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

貫
禄
の
出
始
め
た
御
仁
か
ら
詰
襟
着
て

て
も
変
じ
ゃ
な
い
青
年
に
、
い
つハン
流
ス

タ
ー
に
な
っ
た
の
か
明
か
さ
な
い
男
も
登
場
。

さ
び
し
い
の
は
ア
ポ
無
し
で
も
来
て
ほ
し

かっ
た
ノ
ブ
オ
、も
し
本
紙
面
を
目
に
し
て
い

た
ら
津
波
被
害
の
様
子
を
見
ま
し
た
。
み

ん
な
で
無
事
を
祈
って
る
よ
。

そ
し
て
先
に
帰
ら
れ
る
小
垣
先
生
が
震

災
の
日
の
出
来
事
か
ら
今
日
ま
で
の
こ
と
を

話
し
始
め
ま
す
。
こ
の
即
席
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

で
は
皆
、ひ
と
言
も
聞
き
漏
ら
さ
な
い
よ
う

そ
れ
ま
で
の
騒
ぎ
か
ら 

一 

転
し
ず
か
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。
＠
三
田
、録
画
あ
り
が
と

う
！
ほ
ん
と
貴
重
だ
も
ん
ね
。
卒
業
後
３

回
目
の
ク
ラ
ス
会
で
し
た
が
新
た
に
見
つ
か

る
メンバ
ー
も
お
り
半
年
後
の
再
開
を
約
束
、

い
つ
か
45
人
揃
う
日
を
思
って
。
平
成
24
年

3
月
7
日
、
於
：
老
辺
餃
子
館
新
宿
南
口

店
。出
席
者（
☆ 

幹
事
）：
小
垣
教
諭
、有
坂
、

甲
斐
、河
野
、☆
金
宏
修
、紺
野
、汐
崎
、白

土
、高
橋
有
、玉
井
、☆
塚
本
、土
橋
、長
澤
、

西
谷
、船
越
、三
田　

           （
高
橋
有
仁
）

す
。
皆
さ
ん
忙
し
い
世
代
？
だ
と
思
い
ま
す

が
、是
非
同
窓
生
と
交
流
を
深
め
、昔
を
懐

か
し
む
と
共
に
、
お
互
い
いい
刺
激
を
与
え

合
い
ま
し
ょ
う
！
在
学
時
に
は
あ
ま
り
話
し

た
事
が
な
かっ
た
人
と
も
、
意
外
と
話
が
弾

む
も
の
で
す
。
案
内
の
葉
書
き
や
メ
ー
ル
が

届
い
て
い
な
い
方
は
、kaijo2002-owner@

yahoogroups.jp

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、「
海
城
２
０
０
２
年
卒
」と
い
う 

facebook

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
の

で
、是
非
こ
ち
ら
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
黒
岩
直
輝
）

20
年
前
か
ら
物
凄
い
進
化
を
遂
げ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
、あ
っと
い

う
間
に
夕
暮
れ
に
な
り
、茂
木
先
生
の
御
案

内
に
よ
る
学
校
見
学
は
終
了
。

そ
の
後
、
場
所
を
新
大
久
保
駅
近
く
の

居
酒
屋
に
移
し
、茂
木
先
生
と
13
名
の
仲
間

た
ち
に
て
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
今
回
の

ク
ラ
ス
会
は
、
当
初
、
３
月
19
日
に
実
施
す

る
予
定
で
し
た
が
、
直
前
の
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
こ
の
日
の
実
現
と
な

り
ま
し
た
。

茂
木
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、那
須
海

城
の
学
校
運
営
に
て
御
多
忙
の
中
、貴
重
な

御
時
間
を
頂
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
企
画
を
実
現
に
導
い
て

く
れ
た
幹
事
の
小
野
く
ん
、本
当
に
あ
り
が

と
う
。　
　
　
　
　
　
　
（
樵　
裕
介
）
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れ
ぞ
れ
近
況
を
述
べ
た
り
、挨
拶
代
わ
り
に

手
品
を
披
露
し
た
り
と
賑
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

駅
前
の
鳥
良
で
の 

一 

次
会
を
終
え
「
ど

う
し
て
も
行
って
み
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

だ
！
」と
、
96
代
高
山
君
の
イ
ニシ
ア
チ
ブ
で

向
かっ
た
の
は
、ロッ
テ
工
場
前
の
道
路
。
昔

は
ロッ
テ
リ
ア
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
な
ん
と

大
通
り
が
通
って
い
ま
し
た
。
新
大
久
保
も

変
わ
っ
た
ね
、と 

一 

同
感
心
し
な
が
ら
、変
化

の
象
徴
で
あ
る
韓
流
の
店
で
2
次
会
。
サ
ム

ギ
ョ
プ
サ
ル
を
つつ
き
な
が
ら
、今
秋
の
海
城

祭
で
の
活
動
案
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

文
実
・
生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会
で
は
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
海
原
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
「
海
原
会

への
お
問
い
合
せ
・
ご
連
絡
」
か
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 （
昭
和
62
年
卒　
国
井
信
男
）

て
い
る
。
世
間 

一 

般
で
は
所
謂
「
お
じ
さ

ん
」と
呼
ば
れ
る
年
齢
に
な
って
し
ま
っ
た
が
、

気
持
ち
だ
け
は
ま
だ
ま
だ
バ
レ
ー
部
時
代

の
ま
ま
。「
お
じ
い
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
年

齢
ま
で
こ
の
会
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
メ
ン

バ
ー
全
員
で
誓
い
合
い
、
今
年
の
会
も
無
事

終
了
し
た
。                      （
笹
原
英
明
）

で
し
た
が
各
人
が
連
絡
取
って
く
れ
て
前
日

当
日
参
加
表
明
あ
り
と
、
仕
事
帰
り
や
遠

方
よ
り
と
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
中
に

は
「
忘
れ
ら
れ
て
た
ら
ど
う
し
よ
う
。」と
い

う
臆
病
者
も
い
ま
し
た
が
、
気
が
つ
け
ば
そ

こ
は
旧
生
徒
会
室
。「
話
し
方
変
わ
ら
な
い

じ
ゃ
ん
！
」。
同
じ
店
内
に
い
た
小
林
組
に

ハッピ
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
と
、「
文
実
の
結

束
力
は
す
ご
い
ん
だ
よ
」と
返
す
仲
間
に
胸

が
ア
ツ
く
な
り
ま
す
。
後
日
寄
せ
ら
れ
た

感
想
に
、「
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
違
う
道
を
歩

い
て
い
て
も
文
実
の
仲
間
は
と
て
も
と
て
も

優
し
い
」と
い
う
文
面
を
見
た
ら
、
海
城
は

我
に々
こ
ん
な
に
も
貴
重
な
出
会
い
を
与
え

て
く
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
青
木
、

保
科
、
吉
田
そ
し
て
１
年
の
と
き
活
躍
し
た

田
辺
、山
本
待
って
る
よ
！

2
0
1
2
平
成
24
年
2
月
18
日
、
於　

か
ら
こ
ま
。
参
加
者
（
☆ 

幹
事
）：
☆
相
良
、

小
市
、近
藤
、横
山
、高
橋
有
、古
屋
、荻
野
、

吉
松
、中
村
、鈴
木
、柳
生
、越
部

（
平
成
5
年
卒　
高
橋
有
仁
）

第
1
0
0
代
文
化
祭
実
行
委
員
会
同
期
会

貴
重
な
出
会
い
を
再
認
識

大
切
な
仲
間
と
再
会
す
る
と
い
う
の
は

深
い
感
動
に
満
た
さ
れ
る
も
の
で
す
ね
。
計

画
当
初
は
数
人
集
ま
れ
れ
ば
、と
い
う
感
じ

鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
新
年
会

小
林
先
生
の
思
い
を
継
ぐ

毎
年
恒
例
の
鉄
道
研
究
会
O
B
新
年
会

が
、去
る
1
月
7
日（
土
）に
新
宿「
い
さ
み
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

顧
問
で
あ
る
小
林
先
生
の
ご
参
加
は
、先

生
が
療
養
中
で
あ
っ
た
た
め
残
念
な
が
ら
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、例
年
の
お
な
じ
み
の
メ

ン
バ
ー
に
加
え
、
昭
和
34
年
卒
の
佐
藤
氏
か

ら
昨
年
度
卒
業
し
た
ば
か
り
の
河
野
君
に

至
る
ま
で
非
常
に
幅
広
い
世
代
の
方
の
ご
参

加
を
賜
り
、総
勢
25
名
で
の
会
は
盛
況
の
う

ち
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
小
林
先
生
が
逝

去
な
さ
っ
た
こ
と
、
本
当
に
残
念
と
い
う
他

あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
O
B
会
に
か
け
る

思
い
を
継
ぎ
、
来
年
以
降
も
鉄
研
O
B
新

年
会
の
開
催
を
続
け
る
所
存
で
す
。

（
平
成
21
年
卒　
関
口 

和
樹
）

平
成
6
年
卒　
バ
レ
ー
部
新
年
会

有
機
農
業
の
仲
間
を
応
援

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
平
成
6
年
卒
バレ
ー

部
の
新
年
会
を
、今
年
は
新
橋
の
焼
き
鳥
屋

で
開
催
し
た
。
今
回
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は

梶
原
啓
君
、片
山
薫
君
、近
藤
圭
輔
君
、中

野
哲
也
君
、私
の
5
人
で
、宗
像
敬
穂
君
は

都
合
が
合
わ
ず
残
念
な
が
ら
不
参
加
。
バ

レ
ー
部
時
代
は
時
間
に
ル
ー
ズ
だ
っ
た
皆
も
、

社
会
人
に
な
って
揉
ま
れ
た
の
か
、
ど
ん
な

に
仕
事
が
忙
し
く
と
も
最
近
は
会
の
開
始

時
間
に
は
必
ず
全
員
が
揃
う
ま
で
に
成
長

し
た
。
バレ
ー
部
時
代
の
思
い
出
話
は
勿
論
、

仕
事
の
苦
労
話
や
子
供
が
産
ま
れ
た
話
な

ど
、
毎
年
集
ま
って
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

話
題
に
は
事
欠
か
な
い
。
会
も
中
盤
に
差

し
掛
か
る
と
、話
題
の
中
心
は
3
年
振
り
に

再
会
し
た
梶
原
君
に
移
って
いっ
た
。
誰
よ

り
も
安
全
で
美
味
し
い
野
菜
を
作
り
た
い

と 

一 

念
発
起
し
て
数
年
前
に
脱
サ
ラ
し
、
現

在
は
奥
様
と
2
人
で
長
野
県
で
有
機
農
業

を
営
ん
で
い
る
。
私
の
子
供
が
産
ま
れ
た
と

き
に
お
祝
い
と
し
て
送
って
く
れ
た
有
機
野

菜
の
美
味
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

農
業
と
い
う
決
し
て
生
半
可
で
は
で
き
な
い

職
業
への
転
職
を
、
彼
は
強
い
意
志
と
努
力

で
見
事
に
成
功
さ
せ
た
。
こ
の
美
味
し
い
野

菜
を 

一 

度
食
べて
み
た
い
と
思
わ
れ
た
方
は
、

梶
原
啓
（akira.kajiwara@

gm
ail.com

）

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。
特

に
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
は
是
非
お

勧
め
し
た
い
（
こ
の
野
菜
を
食
べて
野
菜
嫌

い
に
な
る
子
供
は
少
な
い
と
思
う
）。

た
っ
た
3
年
と
い
う
短
く
も
青
春
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
た
バレ
ー
部
で 

一 

緒
に
過
ご

し
た
仲
間
が
、
海
城
高
校
を
卒
業
し
て
18

年
経
っ
た
今
で
も
こ
う
し
て
毎
年
の
近
況
を

語
り
合
え
る
友
で
い
ら
れ
る
の
は
、
海
城
学

園
、そ
し
て
我
バ々レ
ー
部
の
顧
問
だ
っ
た
故

加
茂
先
生
、故
桑
野
先
生
が
我
に々
与
え
て

く
れ
た
大
き
な
財
産
だ
と
心
か
ら
感
謝
し

50
代
以
下
の
海
原
会
員
な
ら
売
店
の

お
ば
ち
ゃ
ん
（「
オ
ババ
」）に 

一 

度
は
お
世

話
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ババ
は
今
も
健
在
で
、
三
輪
自
転
車

に
乗
っ
て
新
大
久
保
の
街
を
元
気
に
走

り
回
っ
て
い
ま
す
。
も
し
皆
さ
ん
が
海

城
を
訪
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、「
オ
ババ

～
」
と
売
店
に
立
ち
寄
って
み
て
く
だ
さ

い
。
現
在
、売
店
は
カ
フェテ
リ
ア
の
下
に

あ
り
ま
す
。

健在です！
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ス
キ
ー
は
楽
し
！

同
好
者
募
集

● 同期会・クラス会だより ●

昭
和
34
年
卒
の
ス
キ
ー
好
き
の
同
期
生

が
、７
年
前
か
ら
毎
年 

一 

回
集
ま
り
、白
銀

の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
る
。
そ
の
腕
前
は
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
並
の
実
力
者
か
ら
、ボ
ー

ゲ
ン
を
な
ん
と
か
、
こ
な
せ
る
程
度
の
者
ま

で
、幅
広
い
。
た
だ
、い
ず
れ
の
面
々
も
、古

希
を
過
ぎ
て
も
ス
キ
ー
への
情
熱
は
衰
え
を

知
ら
な
い
。
若
人
の
滑
り
ま
く
る
ス
タ
イ
ル

と
は
、縁
遠
く
な
っ
た
も
の
の
、ゆ
っ
た
り
と

雪
を
か
ぶっ
た
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、白
銀
の

シュ
プ
ー
ル
を
描
く
快
感
は
、
何
に
も
換
え

が
た
い
。

無
論
、
ス
キ
ー
の
あ
と
の
温
泉
と
お
酒
の

味
は
、格
別
だ
。
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、

50
数
年
前
の
海
城
学
園
で
の
思
い
出
、
孫
の

自
慢
話
、女
房
への
不
平
不
満
、年
金
減
額
へ

の
危
惧
等
々
、
同
期
の
近
況
な
ど
話
題
は
尽

き
な
い
。
最
後
に
は
や
は
り
健
康
談
義
と

な
り
「
ボ
ケ
防
止
」の
た
め
に
も
、「
身
体
の

許
す
限
り
、ス
キ
ー
を
続
け
よ
う
。」　
そ
の

た
め
に
も
、「
定
期
健
診
を
忘
れ
ず
に
う
け

よ
う
。」と
の
、
結
論
を
得
て
床
に
就
く
。一 

病
、
二
病
と
抱
え
て
い
て
も
、
こ
の
よ
う
に
、

毎
冬
の
ス
キ
ー
に
集
い
、互
い
に
元
気
に
再
会

で
き
る
友
は
こ
の
歳
に
な
る
と
貴
重
な
存

在
で
あ
る
。

今
ま
で
、訪
れ
た
ス
キ
ー
場
は
、一 

回
目
の

「
嬬
恋
」に
始
ま
り
、
以
後
「
湯
沢
」、「
蓼

科
」、「
八
ヶ
岳
」、「
草
津
」、「
十
日
町
」と
巡

り
、今
年
は
、こ
の
２
月
、万
座
温
泉
ス
キ
ー

場
で
の
再
会
と
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、い
つ

も
の
８
人
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
所
用
で
４
人

欠
席
と
な
り
、
今
年
は
４
名
の
参
加
で
あ
っ

た
。
い
つ
も
は
、神
谷
光
男
、赤
松
郁
夫
、山

崎
洋
、
及
川
豊 

一（
温
泉
と
ウ
イ
ス
キ
ー
で

の
参
加
）が
こ
れ
に
加
わ
る
。
今
回
は
、
幹

事
役
の
下
田
征
男
、大
谷
徳
義
、小
野
光
昭
、

安
藤
浩
、の
面
で々
あ
る
。

34
年
卒
の
同
期
は
も
ち
ろ
ん
、海
原
会
の

皆
さ
ん
で
、ス
キ
ー
を
楽
し
み
た
い
方
々
、大
歓

迎
で
す
。
来
年
は
、
志
賀
高
原
な
ど
が
、
候

補
に
あ
が
って
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
校
友

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、で
き
た
ら
、「
海
原
会

ス
キ
ー
同
好
会
」を
結
成
し
た
い
も
の
で
す
。            

（
昭
和
34
年
卒　
安
藤　
浩
）

海原会グッズ
海原会グッズはＦＡＸやメール、ホームページでの注文もお受け
しています。氏名・送付先・電話番号・ご希望のグッズの品番・
個数をご連絡ください。
お支払いはグッズに同梱した振込用紙にてお支払いください。

FAX : 03-3209-6990　E-mail : unabara@kaijo.ed.jp
HP :  http://www.unabarakai.jp

※ホームページはトップページ右上の「海原会へのお問い合わせ・
   ご連絡」からお進みください

キャップ（３種）
品番　	 種類　　　	 価格
Ｃ１　青白　　　	 1200円
Ｃ２　青　　　　	 1200円
Ｃ３　青刺繍入　	 1500円

ポロシャツ（ＫＳと錨のエンブレム２種）
品番　	 種類　　　　　　　　　　　	 価格

Ｐ１　	ポロシャツ（Ｌサイズ）ＫＳ	 2000円
Ｐ２　	ポロシャツ（Ｌサイズ）錨	 2000円

Ｔシャツ（ＫＳと錨のエンブレム２種）
品番　	 種類　　　　　　　　　　　　　　	 価格
Ｔ１　	Ｔシャツ（大きめのＬサイズ）ＫＳ	 1000円
Ｔ２　	Ｔシャツ（大きめのＬサイズ）錨	 1000円

※別途、送料がかかります。

始
球
式
で
は
田
中
先
生
が
往
年
の
ピッ
チ

ン
グ
フ
ォ
ー
ム
で
見
事
に
ス
ト
ラ
イ
ク
を
投

げ
ら
れ
て
、
田
中
先
生
も
非
常
に
喜
ん
で
お

り
、ま
だ
ま
だ
現
役
で
野
球
が
で
き
る
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

試
合
は
海
城
が
先
攻
で
１
回
表
に
、３
番

出
口（
Ｈ
23
年
卒
）と
４
番
結
城（
Ｈ
７
年
卒
）

の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒッ
ト
で
２
点
を
先
制
し
、
幸

先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
終
始
、海
城
が
追
加
点
を
上
げ
て
、海

城
が
ペー
ス
を
握
り
試
合
を
進
め
、７
対
３
で

リ
ー
ド
を
し
て
、
最
終
回
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

海
城
の
最
終
回
表
の
攻
撃
は
、あ
え
な
く

３
者
凡
退
。
迎
え
た
裏
の
関
東
学
院
の
攻

撃
。
海
城
の
エ
ラ
ー
や
フォ
ア
ボ
ー
ル
に
よ
っ

て
無
死
満
塁
の
ピン
チ
。
投
手
のコン
ト
ロ
ー

ル
が
定
ま
ら
ず
、
フォ
ア
ボ
ー
ル
を
与
え
て
、

関
東
学
院
に
１
点
の
追
加
点
。
そ
の
後
も

ピン
チ
で
、関
東
学
院
に
走
者 
一 
掃
の
ス
リ
ー

ベー
スヒッ
ト
を
打
た
れ
て
、３
点
追
加
さ
れ

同
点
。
そ
の
後
２
死
ま
で
凌
ぐ
も
、
最
後
に

セン
タ
ー
前
タ
イ
ム
リ
ー
ヒッ
ト
を
打
た
れ
て
、

サ
ヨ
ナ
ラ
敗
戦
。

今
回
も
敗
戦
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
田

中
先
生
と
共
に
野
球
を
で
き
る
非
常
に
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

（
平
成
7
年
卒　
渡
辺　
聡
）

平
成
24
年
３
月
２
日
（
金
）
東
京
ド
ー
ム

に
て
、第
２
回
目
の
海
城
高
校
・
関
東
学
院

野
球
部
O
B
交
流
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
総
勢
30
名
が
集

結
し
、田
中
政 

一 

先
生
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、昔
の
高
校
野
球
部
時
代
を
思
い
出
す
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

練
習
で
は
田
中
先
生
が
ノッ
ク
を
さ
れ
、

そ
の
ノ
ッ
ク
を
受
け
る
O
B
に
は
感
慨
深

い
思
い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
３
月

で
定
年
退
職
を
さ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

O
B
達
が
受
け
て
い
た
時
代
と
変
わ
ら
ず

ノッ
ク
の
腕
前
は
見
事
な
も
の
で
、
本
当
に

O
B
に
とって
は
、か
け
が
え
の
な
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

第
２
回

海
城
高
校・関
東
学
院 

野
球
部
Ｏ
Ｂ
交
流
戦



9

昭
和
55
年
か
ら
社
会
科
教
諭
と
し
て
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い

た
小
林
先
生
が
2
0
1
2
年
2
月
10
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
の
ご
恩
に
感
謝
し
、ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
先
生
は
6
代
に
わ
た
る
「
小
林
組
」の
担
任
を
さ
れ
る

傍
ら
、ラ
グ
ビ
ー
部
、鉄
道
研
究
会
、文
化
祭
実
行
委
員
会
・
生

徒
会
の
顧
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
団
体
の
Ｏ
Ｂ
会
記

事
は
長
年
に
渡
り
会
報
を
賑
わ
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
記
憶

に
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

闘
病
中
は
治
療
に
専
念
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ア
ポ
の
取
れ

た
と
き
以
外
は
お
見
舞
い
を
控
え
る 

一 

方
で
応
援
ノ
ー
ト
を
作

り
、約
1
0
0
人
分
の
思
い
を
届
け
ま
し
た
。

教
え
子
の
思
い
む
な
し
く
小
林
先
生
は
旅
立
た
れ
ま
し
た

が
、
愛
校
心
や
同
窓
の
喜
び
は
私
た
ち
の
心
に
し
っか
り
根
を

下
ろ
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
海
城
の
仲
間
と
共
に
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

  （
昭
和
62
年
卒　
国
井
信
男
）

さ
よ
う
な
ら 

小
林
先
生
社
会
科

外
国
の
見
聞
や
業
界
の
情
報
が
と
て
も
豊
富

で
、
社
会
科
の
同
僚
と
し
て
と
て
も
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

昭
和
63
年
卒　

副
主
任　
立
川
和
平

ラ
グ
ビ
ー
部

先
生
は
我
が
ラ
グ
ビ
ー
部
最
大
の
功
労
者
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
空
に
向
かって
相
談
し
ま
す
。

昭
和
54
年
卒　

栗
岡
克
典

鉄
研

小
林
先
生
と
は
、
毎
年
の
O
B
会
で
お
会
い

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
56
年
卒　

益
田
浩 

一 

郎

文
実
・
生
徒
会

文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
在
学
中
も
、
卒
業

後
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
お

話
し
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
、私
は
決
し

て
先
生
の
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。    

平
成
16
年
卒　

市
川
貴
之

「
小
林
組
」

小
林
先
生
、
そ
ち
ら
は
い
か
が
で
す
か
？ 

俺

た
ち
も
後
か
ら
行
き
ま
す
か
ら
、
き
ち
っと
シ
メ

て
お
い
て
下
さ
い
ね
！ 

押
忍
！　

昭
和
62
年
卒　

景
山
昇 

一 

小
林
先
生
、ま
た 

一 

杯
や
り
ま
し
ょ
う
。
いい

酒
探
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
俺
ら
も
探
し
て
お

き
ま
す
。             

平
成
5
年
卒　
白
石　

晶

毎
年
の
同
窓
会
で
、
先
生
の
変
わ
ら
な
いマシ

ン
ガ
ン
ト
ー
ク
を
う
か
が
う
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

     

平
成
8
年
卒　
西
松
宏 

一 

郎

小
林
先
生
、先
生
の
勢
い
と
熱
さ
は
、僕
ら
が

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
先
生
か
ら
学

ん
だ
絆
の
大
切
さ
を
大
事
に
し
て
、こ
れ
か
ら
も

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
13
年
卒　

奥
澤
怜
央

小
林
先
生
に
教
わ
っ
た
こ
と
は
何
よ
り
も
同

志
を
大
切
に
す
る
心
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。       

平
成
16
年
卒　

浜
田
憲 

一 

郎

昨
年
の
同
窓
会
が
先
生
と
の
別
れ
に
な
って
し

ま
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
は
私
達

の
恩
師
で
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。                 

平
成
20
年
卒　

本
橋
拓
也

小林先生の墓参と「偲ぶ会」を7月7日（土）に行う予定です。詳細は海原会ホームページ http://www.unabarakai.jp にてお知らせいたします。

平成24年5月7日　海 原  第35号

今
思
う
こ
と

英
語
科
教
諭　

松
田
和
久　

先
生

三
十
五
年
の
勤
務
に
終
止
符
を
打
った
。
今
振
り

返
って
み
て
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
今
は

亡
き
小
寺
先
生
や
河
原
先
生
の
顔
で
あった
り
、
旧

本
館
の
油
の
し
み
た
板
張
り
の
床
で
あった
り
す
る
。

あ
の
頃
は
、高
校
入
試
に
何
千
人
も
の
志
願
者
が

押
し
か
け
、
校
外
の
施
設
ま
で
借
り
て
行
わ
れ
て
い

た
。
初
め
て
の
入
試
面
接
で
は
、
丁
寧
に
時
間
を
か

け
過
ぎ
て
終
了

時
間
が
遅
く
な
っ

て
し
ま
い
、
教
務

主
任
の
先
生
を

あ
わ
て
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。
も
っ
と

も
そ
の
頃
は
、
今
の
よ
う
な
マニュア
ルの
あ
る
時
代

で
は
な
い
の
で
、
自
分
か
ら
疑
問
に
思
って
問
わ
な
い

限
り
、
何
も
教
え
て
く
れ
な
かっ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
る
。

そ
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、夏
の
講
習
で
自
分

の
好
き
な
作
家
の
小
説
を
教
材
に
使
っ
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
た
。
そ
の
後
も
つ
い
十
年
く
ら
い
前
ま
で

は
、日
常
使
用
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
関
連
で
、New 

English Bible 

の
福
音
書
の 

一 

節
や
、W

. H. 

オ
ー

デ
ンの
詩
を
教
材
に
織
り
込
ん
だ
り
も
し
て
い
た
。

こ
の
3
月
で
卒
業
し
た
あ
る
生
徒
が
偶
然
出
会
っ

た
校
内
で
、
モ
ー
ムの Of Hum

an Bondage 

と
ス

タ
イ
ン
ベッ
ク
の The Grapes of W

rath 

を
読
ん

だ
と
言
って
い
た
。
そ
の
と
き
は
そ
れ
だ
け
で
話
を

終
わ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、今
で
も
原
書
を
読
ん

で
い
る
高
校
生
が
い
る
の
だ
と
後
で
思
い
出
し
て
感

慨
深
かっ
た
。
自
分
も
同
じ
年
の
こ
ろ
、
受
験
用
の

英
文
を
読
ん
で
い
る
こ
と
に
飽
き
足
ら
ず
、
こ
の
二

作
品
を
読
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

退
職
の
ご
挨
拶

国
語
科
教
諭　

五
十
嵐　

寛　

先
生

昭
和
52
年
の
４
月
か
ら
平
成
24
年
の
３
月
ま
で

の
35
年
間
を
も
って
退
職
す
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

定
年
ま
で
あ
と
２
年
を
残
し
て
の
早
期
退
職
で
す
。

何
人
か
の
同
僚
か
ら
ど
う
し
て
と
疑
問
の
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
自
分
の
気
持
ち
を
整
理
し
て
み
る

と
、
学
校
業
務
全
般
に
わ
た
って
妥
協
的
・
後
ろ
向

き
の
自
分
に
気

が
つ
い
た
と
き
か

ら
退
職
を
意
識

し
始
め
た
よ
う

で
す
。
試
験
問

題
の
作
成
ひ
と
つ

とって
み
て
も
、よ
り
良
い
問
題
、生
徒
諸
君
に
資
す

る
問
題
と
追
い
か
け
る
気
力
が
な
い
。一 

言
で
言
え

ば
そ
ん
な
感
じ
の
状
態
で
す
。

そ
れ
で
も
表
面
的
に
は
つ
づ
け
ら
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
徒
諸
君
に
とって
は
迷
惑

な
教
師
で
す
。
数
学
の
あ
る
同
僚
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
「
自
分
の
授
業
に
対
す
る
品
質
保
証
」が
出
来

な
い
状
態
で
す
。
そ
れ
は
授
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

校
務
全
般
に
い
え
る
状
態
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
い
ち

ど
意
識
し
始
め
る
と
退
職
の
二
文
字
は
ま
す
ま
す

大
き
く
意
識
さ
れ 

一 

年
ほ
ど
前
か
ら
決
心
に
変
わっ

て
い
き
ま
し
た
。
説
明
を
尽
く
し
た
と
は
思
い
ま
せ

ん
が
、
こ
ん
な
気
持
ち
で
職
を
辞
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

勤
務
を
終
え
て
半
月
余
り
、改
め
て
職
責
の
重
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
職
さ
れ
ま
す
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俳
優
、劇
団
主
宰
者

溝
口
舜
亮
さ
ん

み
ぞ
ぐ
ち
し
ゅ
ん
す
け（
昭
和
36
年
卒
）

モ
ー
ム
の
短
編
で  

Ａｃｔｏｒ　
ｉｓ　
ｔ
ｈｅ

ｆｏｒｔｕｎｅ
．
と
い
う
の
が
出
て
来
た
ん
で

す
。
役
者
は
幸
せ
だ
。
な
ぜ
な
ら
い
ろ
ん

な
人
生
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
と
い

う
文
章
な
ん
で
す
」。
夏
の
高
校
野
球
大

会
の
試
合
に
負
け
て
中
学
か
ら
6
年
間
に

わ
た
って
打
ち
込
ん
で
き
た
野
球 

一 

筋
の
生

活
が
す
べて
終
わ
り
、
い
わ
ば
放
心
状
態
に

あ
っ
た
こ
と
も
あ
って
、「
な
ん
か
心
に
染
み

た
ん
で
す
ね
。
い
ま
で
も
そ
の
時
の
こ
と
が

強
く
心
に
残
って
い
ま
す
」。
そ
し
て
浪
人

す
る
よ
り
は
、と
入
っ
た
大
学
で
、あ
る
日
、

劇
の
台
本
を
読
ん
で
い
る
学
生
と
た
ま
た

ま
隣
合
わ
せ
に
な
っ
た
そ
の
時
、
そ
の 

一 

文

が
蘇
っ
た
。「
興
味
が
あ
る
な
ら
と
そ
の
学

生
に
連
れ
ら
れ
て
演
劇
部
に
入
っ
た
の
が
始

ま
り
な
ん
で
す
」。

演
劇
の
え
の
字
も
知
ら
ず
に
飛
び
込
ん

だ
世
界
だ
が
、何
事
も
徹
底
し
て
や
ら
な
い

と
気
の
す
ま
な
い
性
格
か
ら
の
め
り
こ
む
。

２
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
に
は
学
生
演
劇
で
は

物
足
り
ず
、
プロの
役
者
を
目
指
し
て
俳
優

座
養
成
所
に
入
る
。
養
成
所
は
30
人
の
募

集
に
2
0
0
0
人
も
応
募
す
る
厳
し
い
関

門
だ
っ
た
が
、 一 

発
で
突
破
す
る
。
そ
れ
だ

け
目
立
っ
た
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
溝
口

さ
ん
の
入
っ
た
15
期
生
は
の
ち
に
「
花
の
15

期
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
多
く
の
俳
優
役
者

が
そ
ろ
って
い
る
。

ア
ン
グ
ラ
文
化
を
け
ん
引

3
年
の
養
成
期
間
を
経
て
そ
こ
で
知
り

合
っ
た
役
者
仲
間
た
ち
と
「
自
由
劇
場
」を

立
ち
上
げ
た
の
は
ま
だ
23
歳
の
こ
ろ
。
六

本
木
の
ビ
ル
の
地
下
の
小
さ
な
劇
場
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
ア
ン
ダ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
」、
の
ち
の
ア
ン
グ
ラ
演
劇
と
い

わ
れ
る
時
代
を
切
り
開
い
た
。
さ
ら
に
新

し
い
演
劇
を
目
指
し
て
活
動
す
る
唐
十
郎

の
状
況
劇
場
、
通
称
赤
テン
ト
と
張
り
合
っ

て
発
足
し
た
「
劇
団
黒
テン
ト
」
の
中
心
メ

ン
バ
ー
と
し
て
全
国
各
地
に
出
か
け
て
公
演

す
る
な
ど
ま
さ
に
1
9
6
0
年
後
半
か
ら

1
9
7
0
年
半
ば
に
か
け
て
大
き
く
盛
り

上
がっ
た
現
代
演
劇
を
引
っ
張
り
そ
の
最
先

端
で
活
躍
し
て
き
た
。

「
ス
タ
ー
」を
拒
否

そ
の
間
ルッ
ク
ス
や
演
技
か
ら
注
目
さ
れ
、

テ
レ
ビ
ド
ラマ
「
明
智
小
五
郎
」
の
主
役
を

務
め
た
り
、
映
画
な
ど
に
も
数
多
く
出
演

す
る
な
ど
、
ス
タ
ー
への
道
も
見
え
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、「
映
画
の
世
界
は
自
分
に
は
合

わ
な
かっ
た
。
そ
れ
に
私
は
俳
優
で
す
と
か

ス
タ
ー
で
す
と
い
う
の
は
嫌
い
な
ん
で
す
」と

そ
の
世
界
か
ら
遠
ざ
か
り
、
舞
台
に
賭
け
て

き
た
。「
英
雄
と
か
偉
人
の
世
界
を
描
く
ド

ラマ
は
や
り
た
く
な
い
で
す
ね
。
市
井
の
普

通
の
人
た
ち
の
世
界
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

よ
う
な
ド
ラマ
、
い
か
に
も
俳
優
が
演
じ
る

と
い
う
の
で
は
な
く
ご
く
普
通
の
人
が
演
じ

て
い
る
よ
う
な
演
技
で
そ
の
世
界
が
描
け

た
ら
いい
で
す
ね
」

大
人
の
文
化
を
築
き
た
い

激
動
の
日
本
の
現
代
演
劇
世
界
を
ひ
た

走
って
き
た
溝
口
さ
ん
も
も
う
す
ぐ
古
希

を
迎
え
る
。
今
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
若

い
世
代
の
役
者
に
引
き
継
ぎ
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
演
劇
文
化
を
築
く
た
め
に 

一 

肌
ぬ
ご

う
と
頑
張
って
い
る
。
2
年
前
に
ユ
ビ
キ
タ

ス
・
ア
ジ
ェン
ダ
と
い
う
劇
団
を
立
ち
上
げ

た
の
も
そ
の
た
め
だ
。
こ
の
4
月
に
溝
口
さ

ん
の
台
本
・
演
出
で
こ
の
新
劇
団
に
よ
る
第

２
回
公
演
が
行
わ
れ
た
。
演
目
は
下
級
武

士
が
貧
し
い
人
を
陰
な
が
ら
助
け
る
話
で

庶
民
目
線
の
役
者
を
自
任
す
る
溝
口
さ
ん

の
世
界
観
が
表
れ
て
い
る
。「
ア
ン
グ
ラ
時

代
を 

一 

緒
に
生
き
た
団
塊
世
代
に
い
ま
こ

そ
見
て
も
ら
い
た
い
ね
。
そ
し
て
日
本
に
大

人
の
文
化
を
築
き
た
い
ね
」と
力
を
込
め
た
。

（
小
西
洋
也　
記
）

役
者
の
世
界
に
興
味
を
持
つ

そ
れ
は
高
校
３
年
の
夏
だ
っ
た
。
英
語
の

夏
期
講
習
で
溝
口
さ
ん
は
そ
の
後
の
人
生

を
決
定
づ
け
る 

一 

文
に
出
会
っ
た
。「
確
か

山
縣
先
生
の
講
習
で
し
た
。
サ
マ
セ
ッ
ト
・

青
春
時
代
の
夢
を
追
い
続
け 

鉄
道
車
両
研
究

青
春
時
代
に
見
た
夢
を
追
い
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
し
た
ら
素
晴
ら
し
い
が
、
な

か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
近
藤
さ
ん

は
そ
れ
を
実
現
し
続
け
る
希
有
な
人
物
だ
。

近
藤
さ
ん
は
海
城
高
校
を
卒
業
後
、
早
稲

田
大
学
理
工
学
部
（
現
先
進
理
工
学
部
）

を
経
て
Ｊ
Ｒ
総
研
に
入
社
。
博
士
号
取
得

の
の
ち
、現
在
は
千
葉
大
大
学
院
で
教
鞭
を

執
り
つつ
、鉄
道
車
両
の
研
究
を
し
て
い
る
。

中
学
か
ら
メ
カ
に
興
味

対
象
だ
っ
た
。
海
城
高
校
で
は
迷
わ
ず
鉄

道
研
究
会
に
入
部
。
群
を
抜
く
鉄
道
への

情
熱
は
周
囲
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
、
２
年
の

時
に
は
部
長
も
務
め
た
。
放
課
後
に
は
狭

い
部
室
で
語
ら
い
、
休
み
に
は
顧
問
の
小
林

先
生
に
連
れ
ら
れ
て
電
車
の
中
で
ま
た
語

ら
っ
た
。
山
陰
本
線
を
訪
れ
た
夏
合
宿
は 

一 

生
の
思
い
出
だ
。
鉄
道
研
究
会
の
仲
間
と

は
今
も
Ｏ
Ｂ
会
で
交
流
が
あ
り
、尊
敬
す
る

益
田
Ｏ
Ｂ
会
長
の
も
と
で
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
続

け
て
い
る
。

管
理
職
よ
り
研
究
者
に

鉄
道
に
対
す
る
情
熱
は
そ
の
後
も
全
く

な
る
と
ど
う
し
て
も
管
理
的
な
仕
事
が
増

え
て
し
ま
う
ん
で
す
。
現
場
で
若
い
人
と
の

研
究
生
活
を
も
っ
と
続
け
た
か
っ
た
の
で
大

学
に
移
り
ま
し
た
。
研
究
所
で
は
管
理
職

を
こ
な
す
先
輩
が
い
た
か
ら
自
分
が
思
い
き

り
研
究
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
恩
返
し
を

せ
ず
に
研
究
所
を
去
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

申
し
訳
な
く
思
う
こ
と
も
多
い
で
す
」。

近
藤
さ
ん
が
研
究
し
て
い
る
の
は
、
鉄
道

車
両
の
電
気
的
な
制
御
。
省
エ
ネ
に
通
じ

る
た
め
、
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
か
ら
注

目
度
が
上
がって
い
る
と
い
う
。
モ
ノ
作
り
に

こ
だ
わ
る 

一 
方
で
、
大
学
の
使
命
に
も
思
い

千
葉
大
大
学
院
准
教
授

近
藤
圭一郎
さ
ん

こ
ん
ど
う
け
い
い
ち
ろ
う（
昭
和
62
年
卒
）

溝
口
舜
亮
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
2
年
生
ま
れ　

海
城
中
学・高
校
を
経

て
明
治
学
院
大
学
へ
。大
学
3
年
ご
ろ
か
ら
プ
ロ

の
役
者
と
し
て
活
躍
。現
在
劇
団
ユ
ビ
キ
タ
ス・ア

ジ
ェ
ン
ダ
を
主
宰
す
る
。４
月
に
第
二
回
公
演
を

終
え
た
ば
か
り
。
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整
形
外
科
医

福
内
正
義
さ
ん

ふ
く
う
ち
ま
さ
よ
し(

平
成
元
年
卒)

海
城
時
代
︑熱
中
し
た
こ
と
は
何
で
す
か
︒

熱
中
で
す
か
！
熱
中
も
何
も
海
城
の
と

き
に
は
文
化
祭
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）。

私
は
宣
伝
委
員
長
と
い
う
立
場
だ
っ
た
の

で
す
が
、
毎
朝
公
欠
（
注
１
）
を
取
って
日
テ

レ
に
行
き
、
ズ
ー
ム
イ
ン
朝
！
で
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
って
海
城
祭
の
宣
伝
を
し
て
い
ま
し

た
。
海
城
の
制
服
を
見
か
け
る
と
徳
光
さ

ん
が
「
お
お
、
後
輩
か
！
オ
レ
の
横
に
来
て

宣
伝
し
ろ
」と
いって
良
い
場
所
に
出
さ
せ
て

も
らっ
た
の
は
あ
り
が
た
かっ
た
で
す
。

文
化
祭
で
は
実
行
委
員
会
や
生
徒
会
の

仲
間
と
バン
ド
を
組
ん
で
後
夜
祭
で
演
奏
し

ま
し
た
。
私
は
キ
ー
ボ
ー
ド
で
、
生
徒
会
長

の
高
山
智
司
君
（
現
衆
議
院
議
員
）
は
ド

ラ
ム
、ス
テ
ー
ジ
委
員
長
の
藤
塚
基
広
君（
現

Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
は
ベー
ス
。
全
員
が
医
者
を
目
指

す
大
学
と
は
ま
た
違
って
、多
様
な
夢
を
持

ち
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
海
城

の
仲
間
は
人
生
の
宝
物
で
、今
で
も
必
ず
忘

年
会
で
顔
を
合
わ
せ
ま
す
。

医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

母
が
薬
剤
師
を
し
て
い
た
の
で
医
療
の
仕

事
は
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。
企
業
戦
士
と

し
て
人
を
蹴
落
と
し
て
ま
で
出
世
し
よ
う

と
す
る
性
格
で
も
な
く
、
人
の
た
め
に
な
り

た
い
と
い
う
素
朴
な
気
持
ち
か
ら
、
医
師
と

い
う
仕
事
を
考
え
ま
し
た
。

整
形
外
科
を
選
ん
だ
の
は
？

ま
ず
、
誤
解
が
多
い
の
で
説
明
し
ま
す

と
、
整
形
外
科
は
美
容
整
形
は
し
ま
せ
ん

（
笑
）。
整
形
外
科
は
手
足
・
首
・
腰
な

ど
の
骨
と
筋
肉
が
専
門
。
身
体
の
中
を
み

ま
す
。
形
成
外
科
が
皮
膚
な
ど
表
面
を
み

る
の
で
、美
容
整
形
は
形
成
外
科
の
範
疇
で

す
。私

が
整
形
外
科
を
志
し
た
の
は
大
学
で

準
硬
式
野
球
部
に
入
って
い
て
、そ
の
と
き
の

ト
レ
ー
ニン
グ
で
筋
骨
格
系
に
興
味
を
持
っ

た
か
ら
で
す
。

亀
田
総
合
病
院
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

ひ
と
言
で
言
う
と
「
働
き
や
す
い
病
院
」

で
す
。
新
し
い
治
療
・
手
術
・
検
査
、患
者

に
とって
良
い
と
思
う
こ
と
を
何
で
も
チ
ャレ

ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
え
ま
す
。

千
葉
県
の
南
部
は
高
齢
者
の
割
合
が
高

く
、病
院
に
来
ら
れ
る
患
者
さ
ん
は
80
～
90

才
は
当
た
り
前
で
す
。
高
齢
の
患
者
さ
ん

は
既
に
合
併
症
を
持
って
い
る
場
合
が
多
い

の
で
、そ
の
人
に
合
っ
た
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」

の
診
察
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
大
き
な
病
院
（
注
２
）な
の
で

医
師
の
数
は
多
く
、海
城
出
身
の
医
師
が
私

以
外
に
も
数
名
い
る
ん
で
す
よ
。

医
学
の
道
を
目
指
す
在
校
生
に
最
も 

必
要
な
事
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
し
た
ら
？

と
に
か
く
、人
と
話
す
こ
と
で
す
！  

あ
ら

ゆ
る
年
代
と
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
が
取
れ
る

能
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
患
者
さ
ん

は
年
齢
・
性
別
だ
け
で
な
く
理
解
力
や
知

識
も
様
々
で
す
。
難
し
い
専
門
用
語
を
使

う
の
で
は
な
く
、相
手
の
立
場
に
た
って
わ
か

る
言
葉
で
語
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

勉
強
が
で
き
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
医

者
を
志
す
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
偏
差

値
だ
け
で
は
医
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
人
は
ホ
ン
ト
に
苦
労
す
る
と
思
い
ま

す
よ
。

肩
痛︵
五
十
肩
︶や
︑腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
る 

海
城
の
Ｏ
Ｂ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
し
た
ら
？

月
並
み
で
す
が
、
適
度
な
運
動
が
いい
で

す
。
そ
し
て
、
も
し
痛
い
と
思
っ
た
ら
早
め

に
整
形
外
科
に
受
診
！

今
後
の
夢
は
？

今
は
亀
田
総
合
病
院
か
ら
出
向
と
い
う

こ
と
で
安
房
地
域
医
療
セン
タ
ー
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
中
長
期
的
に
こ
ち

ら
で
勤
務
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
規
模
で
も
な
く
他
科
と

の
連
携
な
ど
小
回
り
が
き
く
の
で
、
直
接
患

者
さ
ん
の
お
役
に
立
て
た
と
い
う
実
感
が
あ

り
ま
す
。
私
は
人
の
役
に
立
ち
た
く
て
医

師
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、そ
れ
に
勝
る
喜
び

は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師
と
し
て
地
域
医
療
に
取
り
組
む

福
内
さ
ん
。
病
院
内
を
案
内
し
て
い
た
だ

く
間
も
患
者
さ
ん
と
の
挨
拶
や
笑
顔
が
絶

え
ず
、
医
師
に 

一 

番
必
要
な
力
は
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
だ
と
い
う
言
葉
に
は
説
得

力
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

（
聞
き
手　
国
井
信
男
）

注
１　
現
在
の
海
城
祭
は
9
月
に
実
施
さ
れ
る
が
、

当
時
は
6
月
の
開
催
だ
っ
た
の
で
準
備
期
間
が
足

り
ず
、文
化
祭
実
行
委
員
は
公
欠
と
いって
授
業

を
休
ん
で
準
備
を
し
た
。　

注
２　

亀
田
総
合
病
院
に
は
医
師
4
0
0
人
、職

員
2
8
0
0
人
が
勤
務
し
て
い
る
。個
人
病
院
と

し
て
は
日
本
１
～
2
の
規
模
。

千
葉
県
鴨
川
市
の
亀
田
総
合
病
院
と
そ

の
系
列
で
あ
る
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

で
整
形
外
科
医
と
し
て
働
く
福
内
正
義
さ

ん
に
お
話
を
う
か
がっ
た
。

中
学
の
と
き
、当
時
最
新
だ
っ
た
中
央
線

の
2
0
1
系
に
シ
ビ
れ
た
と
い
う
近
藤
さ

ん
。彼
の
心
を
つ
か
ん
だ
の
は
電
機
子
チョッ

パ
制
御
と
い
う
省
エ
ネ
の
新
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

鉄
道
ファン
に
は
写
真
を
撮
っ
た
り
旅
を
し

た
り
と
い
う
い
く
つ
も
の
ジ
ャンル
が
あ
る
の

だ
が
、
近
藤
さ
ん
の
場
合
は
メ
カ
が
興
味
の

変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
大
学
で
も
Ｊ
Ｒ
総

研
で
も
鉄
道
車
両
技
術
の
研
究
に
没
頭
し

た
。
そ
ん
な
近
藤
さ
ん
だ
が
、30
代
後
半
の

あ
る
と
き
Ｊ
Ｒ
総
研
を
辞
め
千
葉
大
に
移
っ

た
。「
Ｊ
Ｒ
総
研
で
は
大
学
の
研
究
室
の
後

輩
と
も
研
究
を
し
て
い
て
非
常
に
充
実
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、研
究
所
勤
務
が
長
く

を
は
せ
る
。「
大
学
は
日
本
の
エン
ジ
ニ
ア
を

育
成
す
る
仕
上
げ
の
機
関
。
しっか
り
し
な

い
と
工
業
国
の
基
盤
が
揺
ら
い
で
し
ま
う
の

で
そ
の
重
み
を
感
じ
て
い
る
」。
そ
ん
な
近

藤
さ
ん
の
夢
は 

一 

人
前
に
な
っ
た
教
え
子
と

Ｏ
Ｂ
会
で
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
だ
そ
う

だ
。　
　
　
　
　
　
　

 （
国
井
信
男　
記
）
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福
内
正
義
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

海
城
中・高
で
学
び
平
成
元
年
卒

高
校
時
代
は
文
化
祭
実
行
委
員
会
宣
伝
委
員

長・生
徒
会
副
会
長

昭
和
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、医
局
、い
く
つ
か
の

病
院
の
勤
務
を
経
て
平
成
16
年
か
ら
現
職
。

高校時代の福内さん　右から2人目



映
ゆ
い
。
私
が
通
学
し
て
い
た
こ
ろ
は
今

の
よ
う
な
華
や
か
な
実
績
は
残
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
親
は
納
得
し
て
子
供

を
学
校
に
通
わ
せ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
時

代
に
流
さ
れ
ず
生
徒
の
成
長
を
暖
か
い
眼

で
見
守
る
学
校
の
教
育
方
針
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
う
。

母
校
に
少
し
で
も
恩
返
し

こ
こ
数
年
母
校
で
あ
る
海
城
高
校
へ
少

し
で
も
恩
返
し
で
き
る
な
ら
と
思
い
、
中

高 

一 

貫
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
す

る
委
員
を
引
き
受
け
た
り
、
評
議
員
の 

一 

員
と
し
て
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
社
会

も
大
き
く
変
わ
り
、海
城
高
校
を
取
り
巻

く
環
境
も
変
わ
っ
た
が
、情
熱
を
持
って
教

育
に
携
わ
っ
て
い
る
教
職
員
の
皆
さ
ん
の

気
持
ち
は
変
わ
って
い
な
い
こ
と
に
勝
手
に

ほ
っ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
役
に
立
つ

助
言
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
本

文
を
書
い
て
い
る
。

益
子
修
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
24
年
生
ま
れ　

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒

昭
和
47
年
三
菱
商
事
入
社
、同
社
執
行
役
員
、

自
動
車
本
部
長
を
経
て

平
成
16
年
三
菱
自
動
車
工
業
常
務
、

平
成
17
年
１
月
同
社
社
長
に
就
任

UIA千人茶会（国立博物館）での立石氏

が
、
遠
か
っ
た
と
い
い
う
思
い
は
な
い
。
電

車
通
学
を
し
な
が
ら
充
実
し
た
高
校
生

活
を
送
って
い
た
と
振
り
返
って
い
る
。
し

か
し
猛
烈
に
勉
強
し
た
と
か
ク
ラ
ブ
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。

強
烈
な
思
い
出
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

先
生
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
し
、
生
徒
も
お
っ

と
り
し
て
い
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

３
年
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い

る
。

信
頼
持
た
れ
る
教
育
の
場

中
学
を
卒
業
し
大
学
に
入
る
ま
で
の
高

校
の
３
年
間
は
非
常
に
重
要
な
時
期
で
あ

る
と
今
に
な
っ
て
つ
く
づ
く
思
う
。
大
学

入
試
に
む
け
た
準
備
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
将
来
に
対
す
る
期
待
と
不
安
の

中
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
年

頃
で
も
あ
る
。
学
校
や
先
生
方
に
と
っ
て

も
こ
の
難
し
い
時
期
の
子
供
た
ち
と
過
ご

す
時
間
は
御
苦
労
が
多
い
と
思
う
と
、
横

道
に
そ
れ
る
こ
と
も
な
く
順
調
に
３
年
間

を
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝

し
て
い
る
。
私
の
親
も
安
心
し
て
教
育
を

学
校
に
任
せ
て
い
た
。
ス
パル
タ
教
育
で
も

な
か
っ
た
が
落
ち
こ
ぼ
れ
も
出
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
が
伝
統
の
力
。
今
後
も
海
城
高

校
が
生
徒
に
と
って
も
親
に
と
って
も
信
頼

を
持
た
れ
る
教
育
の
場
で
あ
って
欲
し
い
。

時
代
に
流
さ
れ
な
い
伝
統
の
力

高
校
を
卒
業
し
て
45
年
が
経
つ
が
、
こ

の
間
海
城
高
校
も
新
大
久
保
も
大
き
く

変
わ
っ
た
。
海
城
高
校
は
今
や 

一 

流
大

学
、有
名
大
学
への
進
学
校
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
て
い
る
。「
益
子
さ
ん
は
優
秀

な
高
校
を
卒
業
さ
れ
た
の
で
す
ね
」
と
言

わ
れ
る
と
誇
ら
し
く
も
あ
る
が
、
何
か
面

皆
さ
ん
は
昨
年
秋
に
東
京
で
国
際
建
築

家
連
合
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
）
の
世
界
大
会
が
開
か
れ

た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
国
内
海
外

あ
わ
せ
て
５
０
０
０
人
を
越
え
る
建
築
家
が

一 

堂
に
会
し
て
１
週
間
に
わ
た
って
、
様
々
な

テ
ーマの
も
と
で
の
シン
ポ
ジ
ウ
ム
や
討
論
会

を
行
い
、
合
わ
せ
て 

一 

般
の
人
や
学
生
ら
が

参
加
し
て
の
講
演
会
や
ワ
ー
ク
ショッ
プ
、展

示
会
、
コン
ク
ー
ル
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。私

は
こ
の
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
日
本
の
代
表
組
織
で

あ
る
（
社
）
日
本
建
築
家
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
）

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
９
年
前
か
ら
こ
の
大
会

実
現
に
関
わ
って
き
ま
し
た
。
今
回
は
Ｊ
Ｉ

Ａ
の
支
部
推
進
委
員
会
のコ
ア
ス
タッフ
、建

築
家
シン
ポ
ジ
ウ
ムの
委
員
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
の
プ
レ

海
城
高
校
に
は
東
横
線
菊
名
か
ら
通
学

し
て
い
た
。
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
お
そ
ら

く
１
時
間
半
程
度
か
か
っ
て
い
た
と
思
う

ス
を
務
め
、
表
舞
台
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン

ト
に
参
加
し
、
ま
た
主
催
者
側
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
裏
方
作
業
を
し
て
、表
裏
両
面
か
ら

こ
の
大
会
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

私
の
生
涯
で
天
命
と
も
想
い
望
外
の
喜
び
で

あ
り
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
大
会

建
築
に
関
係
し
て
い
な
い
人
に
と
って
は

あ
ま
り
興
奮
す
る
よ
う
な
話
で
は
な
い
で

し
ょ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
世
界
大
会
が
東
京

で
開
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
ど
も
建
築

に
関
係
す
る
者
に
と
って
は
歴
史
的
な
待

ち
に
待
っ
た
も
の
で
し
た
。
と
い
う
の
も
こ

れ
が
日
本
で
初
め
て
の
開
催
で
実
に
24
回

目
に
し
て
の
よ
う
や
く
実
現
し
た
大
会
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
が

あ
って
開
催
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、最
終
的
に
は
参
加
国
は

１
１
０
ケ
国
に
の
ぼ
り
、
参
加
登
録
者
は
海

外
１
９
０
０
人
、国
内
３
２
０
０
人
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
各
プ
ロ
グ
ラ
ムへの 

一 

般
参
加

者
は
延
べ
数
万
人
規
模
と
な
って
、
逆
に
震

災
の
あ
と
日
本
が
ど
の
よ
う
に
復
興
し
対
応

す
る
か
内
外
の
関
心
を
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

異
文
化
の
貴
重
な
交
流
実
現

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
って

開
会
し
た
今
大
会
は
お
よ
そ
１
週
間
に
わ

た
って
様
々
な
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講

演
会
、
展
示
会
さ
ら
に
は
江
戸
巡
り
と
いっ

た
街
歩
き
な
ど
が
企
画
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
今
回
は
大
震
災
の
後
だ
け
に
す
べて
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
震
災
か
ら
学
び
、
災
害
復
興

支
援
に
ど
う

取
り
組
む
か

と
い
う
こ
と

が
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
共
通
の

テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
ら
れ

た
こ
と
が
特

徴
的
で
し
た
。

「
２
０
５
０
年
の
建
築
家
シン
ポ
ジ
ウ
ム
」で

は
実
際
に
被
災
地
か
ら
の
報
告
を
受
け
て

討
議
が
進
め
ら
れ
、
建
築
家
と
し
て
社
会
か

ら
付
託
さ
れ
た
役
割
と
責
務
に
つい
て
論
議

が
ふ
か
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
基
調
講
演
で
は
20
年
以
上
前
か
ら

Ｇ
Ｎ
Ｐ
よ
り
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
量
）
が

大
切
と
い
う
大
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る

ブ
ー
タ
ン
の
シ
グ
メ
テ
ィン
レ
ー
首
相
の
お
話

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
他
に
も
５
０
０
０

人
の
ホ
ー
ル
が
超
満
員
と
な
っ
た
安
藤
忠
雄

氏
の
公
開
プロ
グ
ラ
ム
や
日
本
の
建
築
家
を

代
表
し
て
行
っ
た
槇
文
彦
先
生
の
「
日
本
の

近
代
：
言
語
、
風
景
、
集
い
」の
講
演
な
ど

意
義
深
く
印
象
に
残
る
も
の
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。

世
界
中
の
建
築
家
、
専
門
家
や
研
究
者

学
生
が  

一 

堂
に
会
し
市
民
と
と
も
に
シン
ポ

ジ
ウ
ム
や
展
示
、
イ
ベン
ト
見
学
会
を
開
催

し
建
築
を
通
し
て
異
な
る
文
化
の
貴
重
な

交
流
と
な
って
い
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
は

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
に
も
和
と
輪
を
広

げ
次
世
代
に
つ
な
が
る
絆
を
築
い
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

な
お
大
会
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
は

（
社
）
日
本
建
築
家
協
会
関
東
甲
信
越

支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.jia-wanto.org/m
enbers.
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私
に
と
っ
て
の

海
城
高
校

昭
和
42
年
卒　

益
子　

修

Ｕ
Ｉ
Ａ
２
０
１
１

東
京
大
会
に

参
加
し
て

昭
和
26
年
卒　

立
石
博
巳

エッセー
＆
コラム



立
石
博
巳
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
８
年
生
ま
れ　

高
島
屋
で
建
築
装
飾
関
係

に
携
わ
る

現
日
本
建
築
家
協
会（
J
I
A
）支
部
交
流
委
員

会
代
表
幹
事

国
際
観
光
施
設
協
会
理
事

日
本
建
築
美
術
工
芸
協
会（
a
a
c
a
）理
事

ま
た
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
武
蔵
野

第 

一 

団
委
員

建
装
会
社（
株
）ヒ
ガ
ノ
相
談
役

海
原
会
副
会
長

写真の肖像は左から好古・真之兄弟

な
っ
た
。

現
在
、
四
国
松
山
に
「
秋
山
兄
弟
生
誕

地
」と
「
坂
の
上
の
雲
ミュー
ジ
ア
ム
」そ
し

て
真
之
と
仲
の
良
か
っ
た
「
子
規
記
念
博

物
館
」が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
主
宰
者

が
管
理
運
営
し
て
い
る
が
、
行
事
が
あ
る
と

呼
ば
れ
て
赴
く
と
云
う
。
最
近
は
東
京
で

も
記
念
行
事
が
あ
る
度
に
招
か
れ
て
話
し

を
す
る
事
が
あ
る
よ
う
だ
。

「
坂
の
上
の
雲
」
と
は
、
日
露
戦
争
を
勝

利
に
導
い
た
秋
山
好
古
・
真
之
兄
弟
と
俳

句
革
命
に
命
を
掛
け
た
正
岡
子
規
の
三
人

が
、明
治
と
い
う
時
代
の

明
暗
と
近
代
国
家
誕
生

に
か
け
た
日
本
人
の
姿

を
熱
く
描
い
た
司
馬
遼

太
郎
の
作
品
だ
。

「
海
軍
」に
憧
れ
て

海
城
へ

秋
山
哲
兒
さ
ん
は
日

清
日
露
戦
争
で
活
躍
し

た
秋
山
好
古
（
陸
軍

大
将
）
の
孫
に
当
た
る

方
だ
。

と
こ
ろ
が
秋
山
さ
ん
は
言
う
。

「
そ
れ
ま
で
私
は
秋
山
好
古
の
孫
だ
な
ん

て
自
慢
し
た
事
が
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ

よ
り
好
古
の
陸
軍
よ
り
、
弟
・
大
叔
父
の

真
之
の
海
軍
の
ほ
う
が
カ
ッコ
よ
か
っ
た
か

ら
な
あ
。
そ
れ
で
海
軍
に
入
り
た
く
て
海

城
に
入
っ
た
ん
で
す
。入
っ
た
ら
終
戦
に
な
っ

ち
ゃって
…
…
」（
笑
）。「
海
軍
」の
歴
史
は

終
わ
っ
た
。「
海
軍
」に
携
わ
っ
た
人
は
殆
ん

ど
懐
か
し
い
よ
う
だ
。

「
や
は
り
カ
ッコ
が
い
い
し
、
45
度
の
敬

礼
！
スマ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
真
之
が

三
笠
の
上
で
ノ
ー
ト
を
取
っ
た
り
し
て
、
憧

れ
ま
し
た
よ
」（
笑
）、と
立
って
笑
い
な
が
ら

敬
礼
の
仕
草
を
し
た
。

小
さ
い
時
は
青
山
に
居
て
、エ
リ
ー
ト
コ
ー

スの
青
南
小
学
校
か
ら
海
城
に
入
って
無
理

や
り
級
長
に
、そ
し
て
特
待
生
で
戸
惑
い
し

た
よ
う
だ
。

祖
父
は
軍
人
で
あ
っ
て
も
生
涯
教
育
者

当
時
世
界
最
強
の
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
団
を

日
本
軍
騎
兵
が
破
っ
た
秋
山
好
古
は
軍
人

と
言
え
ど
も
、
教
員
か
ら
出
発
し
て
い
た
と

の
こ
と
。
日
露
戦
争
後
、退
役
し
て
か
ら
も

郷
里
の
学
校
の
校
長
を
し
て
い
る
こ
と
。
そ

の
辺
の
事
を
、
軍
人
軍
人
と
言
って
い
る
が

元
か
ら
教
育
人
だ
と
哲
兒
さ
ん
は
言
う
。

「
陸
軍
で
も
教
官
の
立
場
で
立
つ
事
が
多

かっ
た
ん
で
す
よ
。
学
生
は
兵
隊
じ
ゃ
な
い

よ
、
勉
強
を
さ
せ
ろ
と
言
って
、
教
練
を
減

ら
し
て
勉
強
さ
せ
た
よ
う
で
す
よ
。
そ
れ

は
ね
、
若
い
時
に
勉
強
し
た
かっ
た
思
い
が
、

祖
父
に
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
祖
父

は
福
沢
諭
吉
に
傾
倒
し
て
子
ど
も
達
は
戦

時
が
な
け
れ
ば
兵
隊
に
な
る
な
と
言
わ
れ
、

親
父
も
私
も
兄
も
皆
、
そ
し
て
私
の
息
子

達
も
慶
應
で
す
よ
」。

話
し
は
チ
ャ
ン
ポ
ン

秋
山
さ
ん
は
、「
坂
の
上
の
雲
」の
話
題
に

な
る
と
「
陸
軍
」
に
つ
け
「
海
軍
」
に
つ
け

戦
争
に
触
れ
る
と
戦
争
賛
美
と
な
る
事
を

避
け
た
。
こ
の
ド
ラマ
も
そ
う
い
う
意
味
が

あ
って
司
馬
遼
太
郎
も
遺
言
で
ド
ラマ
化
す

る
こ
と
を
拒
否
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

秋
山
さ
ん
は
、
23
年
中
学
４
年
終
了
と

秋
山
兄
弟
生
誕
地
な
ど

秋
山
哲
兒
さ
ん
は 

T
V
ド
ラ
マの
「
坂

の
上
の
雲
」
が
始
ま
る
と
俄
か
に
忙
し
く

皆
さ
ん
は
昨
年
秋
に
東
京
で
国
際
建
築

家
連
合
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
）
の
世
界
大
会
が
開
か
れ

た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
国
内
海
外

あ
わ
せ
て
５
０
０
０
人
を
越
え
る
建
築
家
が

一 

堂
に
会
し
て
１
週
間
に
わ
た
って
、
様
々
な

テ
ーマの
も
と
で
の
シン
ポ
ジ
ウ
ム
や
討
論
会

を
行
い
、
合
わ
せ
て 

一 

般
の
人
や
学
生
ら
が

参
加
し
て
の
講
演
会
や
ワ
ー
ク
ショッ
プ
、展

示
会
、
コン
ク
ー
ル
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。私

は
こ
の
Ｕ
Ｉ
Ａ
の
日
本
の
代
表
組
織
で

あ
る
（
社
）
日
本
建
築
家
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
）

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
９
年
前
か
ら
こ
の
大
会

実
現
に
関
わ
って
き
ま
し
た
。
今
回
は
Ｊ
Ｉ

Ａ
の
支
部
推
進
委
員
会
のコ
ア
ス
タッフ
、建

築
家
シン
ポ
ジ
ウ
ムの
委
員
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
の
プ
レ

ス
を
務
め
、
表
舞
台
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン

ト
に
参
加
し
、
ま
た
主
催
者
側
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
裏
方
作
業
を
し
て
、表
裏
両
面
か
ら

こ
の
大
会
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

私
の
生
涯
で
天
命
と
も
想
い
望
外
の
喜
び
で

あ
り
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
大
会

建
築
に
関
係
し
て
い
な
い
人
に
と
って
は

あ
ま
り
興
奮
す
る
よ
う
な
話
で
は
な
い
で

し
ょ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
世
界
大
会
が
東
京

で
開
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
ど
も
建
築

に
関
係
す
る
者
に
と
って
は
歴
史
的
な
待

ち
に
待
っ
た
も
の
で
し
た
。
と
い
う
の
も
こ

れ
が
日
本
で
初
め
て
の
開
催
で
実
に
24
回

目
に
し
て
の
よ
う
や
く
実
現
し
た
大
会
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
が

あ
って
開
催
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、最
終
的
に
は
参
加
国
は

１
１
０
ケ
国
に
の
ぼ
り
、
参
加
登
録
者
は
海

外
１
９
０
０
人
、国
内
３
２
０
０
人
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
各
プ
ロ
グ
ラ
ムへの 

一 

般
参
加

者
は
延
べ
数
万
人
規
模
と
な
って
、
逆
に
震

災
の
あ
と
日
本
が
ど
の
よ
う
に
復
興
し
対
応

す
る
か
内
外
の
関
心
を
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

異
文
化
の
貴
重
な
交
流
実
現

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
って

開
会
し
た
今
大
会
は
お
よ
そ
１
週
間
に
わ

た
って
様
々
な
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講

演
会
、
展
示
会
さ
ら
に
は
江
戸
巡
り
と
いっ

た
街
歩
き
な
ど
が
企
画
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
今
回
は
大
震
災
の
後
だ
け
に
す
べて
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
震
災
か
ら
学
び
、
災
害
復
興

支
援
に
ど
う

取
り
組
む
か

と
い
う
こ
と

が
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
共
通
の

テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
ら
れ

た
こ
と
が
特

徴
的
で
し
た
。

「
２
０
５
０
年
の
建
築
家
シン
ポ
ジ
ウ
ム
」で

は
実
際
に
被
災
地
か
ら
の
報
告
を
受
け
て

討
議
が
進
め
ら
れ
、
建
築
家
と
し
て
社
会
か

ら
付
託
さ
れ
た
役
割
と
責
務
に
つい
て
論
議

が
ふ
か
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
基
調
講
演
で
は
20
年
以
上
前
か
ら

Ｇ
Ｎ
Ｐ
よ
り
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
量
）
が

大
切
と
い
う
大
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る

ブ
ー
タ
ン
の
シ
グ
メ
テ
ィン
レ
ー
首
相
の
お
話

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
他
に
も
５
０
０
０

人
の
ホ
ー
ル
が
超
満
員
と
な
っ
た
安
藤
忠
雄

氏
の
公
開
プロ
グ
ラ
ム
や
日
本
の
建
築
家
を

代
表
し
て
行
っ
た
槇
文
彦
先
生
の
「
日
本
の

近
代
：
言
語
、
風
景
、
集
い
」の
講
演
な
ど

意
義
深
く
印
象
に
残
る
も
の
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。

世
界
中
の
建
築
家
、
専
門
家
や
研
究
者

学
生
が  

一 

堂
に
会
し
市
民
と
と
も
に
シン
ポ

ジ
ウ
ム
や
展
示
、
イ
ベン
ト
見
学
会
を
開
催

し
建
築
を
通
し
て
異
な
る
文
化
の
貴
重
な

交
流
と
な
って
い
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
は

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
に
も
和
と
輪
を
広

げ
次
世
代
に
つ
な
が
る
絆
を
築
い
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

な
お
大
会
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
は

言
わ
れ
た
。「
終
了
」と
は
、
旧
学
制
の
終

了
と
戦
時
終
了
で
、
そ
の
狭
間
に
立
っ
た
人

と
言
う
事
に
な
る
。
こ
の
辺
の
こ
と
を
も
っ

と
聞
き
た
か
っ
た
。
そ
れ
に
祖
父
の
好
古

が
千
葉
･
習
志
野
で
初
の
騎
馬
訓
練
を
し

た
事
な
ど
。

正
直
陸
軍
の
話
し
に
な
っ
た
り
海
軍
に

な
っ
た
り
し
て
チ
ャン
ポ
ン
に
な
り
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
、
真
之
の
「
海
軍
」と
海
城
の

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
懐
か
し
さ
は
時
の
ダ

グ
ラ
ス
少
佐
（
の
ち
の
海
軍
大
臣
）の
「
海

軍
は
スマ
ー
ト
で
あ
れ
」の
ひ
と
言
が
今
で
も

生
き
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
い
ま
私
達
の

人
生
も
スマ
ー
ト
で
あ
り
た
い
。

（
山
本
満
男　

記
）

取
材
に
同
行
し
て

取
材
中
は
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
気
さ
く

な
80
歳
の
好
好
爺
。
イ
ン
タ
ビュー
後
は
、ス

マ
ー
ト
で
リ
ベ
ラ
ル
で
鋭
い
観
察
眼
の
素
敵

な
大
先
輩
と
い
う
印
象
で
し
た
。
感
謝
！

（
北
村　

隆
）

平成24年5月7日　海 原  第35号

13

基調講演するブータン首相

﹁
坂
の
上
の
雲
﹂と

秋
山
哲て

つ

兒じ

さ
ん

昭
和
23
年
中
学
4
年
終
了
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目
指
す
は﹁
か
る
た
甲
子
園
﹂！ 

聞
け
ば
、
競
技
か
る
た
部
は
長
ら
く
休
部
状
態
だ
っ
た
と

言
う
。
部
の
再
建
は
２
年
前
の
２
０
１
０
年
と
の
こ
と
。
国

語
科
の
本
間
純 

一 

先
生（
現
顧
問
）と
、部
長
の
田
中
建
蔵
君

（
高
３
）が
再
建
に
関
わ
っ
た
。

現
在
、
部
員
の
う
ち
有
段
者
は
４
名
。
こ
れ
は
わ
ず
か
２

年
間
で
の
実
績
で
あ
る
。
本
間
先
生
曰
く
、「
私
自
身
、競
技

か
る
た
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
、
技
術
指
導
は
ま
っ
た
く
で

き
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
実
績
は
す
べて
彼
ら
自
身
の
努
力
に
よ

る
も
の
で
す
。
私
は
円
滑
な
部
活
動
の
環
境
作
り
に
専
念
し

て
い
ま
す
」。

「
ウ
チ
の
部
は
、
運
動
部
以
上
に
運
動
部
で
す
」と
先
生
は

言
う
。
ま
ず
は
そ
の
格
好
。
練
習
は
も
ち
ろ
ん
試
合
も
、ユ

ニフォ
ー
ム
は
上
が
Ｔ
シ
ャツ
、
下
が
ジ
ャ
ー
ジ
。
そ
の
格
好
で

臨
む
試
合
は
、１
時
間
半
の
長
丁
場
と
な
る
。
集
中
力
、
そ

し
て
体
力
の
持
続
が
必
須
と
な
る
の
だ
。
ま
た
試
合
は 
一 
瞬

剣道部
部員／高校生のみ7名部員／中学16名・高校26名

で
局
面
が
大
き
く
変
わ
る
。
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
早

く
し
、メン
タ
ルの
強
さ
も
要
求
さ
れ
る
の
だ
。
日
常
の
活

動
は
週
３
日
、各
３
時
間
、主
に
実
戦
形
式
の
練
習
を
、本

番
さ
な
が
ら
、張
り
詰
め
た
緊
張
感
の
中
お
こ
な
って
い
る
。

本
校
で
は
、
中
学
校
の
学
校
行
事
と
し
て
、
毎
年
３
学

期
末
に
「
か
る
た
会
」を
催
し
て
い
て
、
年
々
、
熱
い
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
る
ら
し
い
。
先
生
は
、「
ゆ
く
ゆ
く
は
、

中
学
か
ら
も
入
部
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
人
材
の
早
期
確

保
を
目
指
し
た
い
。
東
京
都
の
競
技
か
る
た
の
レ
ベル
は

全
国
随 

一 

、そ
こ
で
勝
ち
上
が
る
こ
と
は
す
で
に
全
国
レベ

ルの
実
力
を
意
味
し
て
い
る
。
全
国
を
視
野
に
入
れ
た
戦

い
が
で
き
る
部
活
は
他
に
そ
う
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

熱
く
語
る
。
ち
な
み
に
東
京
都
大
会
で
の
最
高
位
は
、一 

昨
年
の
４
位
。
私
立
暁
星
、
都
立
白
鴎
、
都
立
駒
場
の
３

強
を
崩
し
、今
年
度
こ
そ
悲
願
の
全
国
大
会
出
場
に
向
け

部
員 

一 

丸
と
な
り
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
今
後
の

躍
進
を
期
待
し
た
い
。　
　
　
　
　
（
北
村　
隆　
記
）

ク

ラブ訪問

競技かるた部

文
武
両
道

海
城
で
は
週
1
時
間
の
武
道
（
剣
道
・
柔
道
選
択
）が
中

1
～
高
2
の
5
年
間
行
わ
れ
て
い
る
が
、
授
業
に
飽
き
足
ら

ぬ
者
は
武
道
系
の
部
活
で
さ
ら
に
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。

剣
道
部
の
活
動
は
基
本
的
に
は
毎
日
。
水
曜
日
は
朝
練

習
も
あ
る
。
年
間
を
通
し
て
数
多
く
の
大
会
が
あ
り
、日
曜

祝
日
は
試
合
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
毎
日
全
て
の

練
習
に
出
る
の
で
は
な
く
、
学
校
の
講
習
や
塾
の
予
定
と
考

え
合
わ
せ
て
出
ら
れ
る
だ
け
出
る
と
い
う
ス
タン
ス
だ
と
い
う
。

「
海
城
は
部
活
ば
か
り
で
き
る
学
校
で
は
な
い
の
で
、
両
方

き
ち
ん
と
や
る
こ
と
で
す
」（
顧
問
の
馬
場
先
生
）。

現
在
、剣
道
部
の
顧
問
は
内
堀
先
生
、馬
場
先
生
、次
重

先
生
、柳
下
先
生
の
４
人
。
指
導
は
技
術
面
の
向
上
ば
か
り

で
な
く
、礼
儀
な
ど
人
と
し
て
の
在
り
方
も
大
切
に
し
て
、こ

と
あ
る
ご
と
に
生
徒
た
ち
に
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

剣
道
部
員
に
とって
、
試
合
で
結
果
を
残
す
こ
と
と
同

時
に
段
位
取
得
も
モ
チ
ベー
ション
だ
。
海
城
剣
道
部
で
は

中
３
以
上
は
全
員
有
段
者
、
高
３
で
は
半
数
以
上
が
三
段

を
取
得
し
引
退
し
て
い
る
。
昨
年
の
大
会
結
果
は
堂
々
た

る
も
の
。
中
学
で
は
新
宿
区
を
含
む
第
２
学
区
の
大
会

に
お
い
て
、
強
豪
国
士
舘
に
惜
敗
す
る
も
春
季
団
体
・
秋

季
（
新
人
戦
）団
体
を
い
ず
れ
も
２
位
。
高
校
で
は
関
東

大
会
第
３
支
部
予
選
・
イ
ン
タ
ーハ
イ
第
３
支
部
予
選
と

も
に
都
大
会
進
出
を
果
た
し
、
新
宿
区
総
合
体
育
大
会

で
は
個
人
で
優
勝
を
し
て
い
る
。
今
年
も
５
月
13
日
の
第

２
学
区
春
季
大
会
か
ら
ほ
ぼ
毎
月
各
種
の
大
会
が
続
く
。

中
学
の
部
で
は
東
京
都
中
学
校
春
季
大
会
（
６
月
３
日
）、

第
２
学
区
夏
季
大
会
（
６
月
24
日
）、
東
京
都
夏
季
大
会

（
７
月
30
～
31
日
） 
、
９
月
30
日
に
は
第
２
学
区
秋
季
大

会
の
新
人
戦
が
あ
る
。
ま
た
中
高
と
も
に
６
月
３
日
に
は

新
宿
区
少
年
大
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
部
員
の
活
躍

に
期
待
し
た
い
。　
　
　
　
　
　

 （
岡
本
浩
太
郎 　
記
）

永年会費を納入されている方にも、封入作業の都合で、会費の振込用紙が同封されていますが、ご了承ください。

平
8　
島
田　
英
彦

昭
62　
栗
林　
　
聰

（
五
万
円
）

平
4　
竹
川　
英
宏

　
（
追
加 

一 

万
円
）

昭
36　
北
川　
武
司

平
20　
森
川　
光
樹

昭
32　
甚
野　
荘
平 

平
20　
田
村　
啓
太

昭
40　
三
輪　
和
夫

平
16　
戸
塚
健 

一 

郎

平
22　
浦
田　
泰
造

平
22　
土
屋　
雄
俊

昭
52　
柴
田　
浩
明

平
9　
大
友　
博
之

平
21　
原　
　
圭
佑

平
元　
高
山　
智
司

平
20　
後
藤　
響
介

平
22　
中
川　
隆
嶺

永
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

寄付

昭
39
年
卒　
佐
藤　
　
穣　　
（
二
千
円
）

昭
41
年
卒　
菅
原　
　
進　　
（
三
万
円
）

平
13　
角
田　
　
赳

平
19　
石
橋　
　
甫

平
12　
田
村　
直
也

　
（
五
万
円
）

平
22　
中
島　
和
樹

昭
56　
伊
藤　
祐
之

昭
32　
中
島　
守
正

　
（
三
万
五
千
円
）

平
14　
原　
　
宏
明

平
23　
神
人　
　
将

昭
45　
上
野　
龍 

一

昭
31　
小
嶋　
敏
治

平
19　
安
藤　

祐
二

（　
　
　
　
　
　
　

）

平
成
23
年
11
月
か
ら

平
成
24
年
3
月
ま
で

（
受
領
日
順
）
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平成24年度　大学入試結果

国公立大学

海外の大学

学部 総数 医 現役 医 卒業生 医

東京大学
前 45　後 2
合計  47
（現役34，卒業生13）

文Ⅰ 3 3 0
文Ⅱ 7 6 1
文Ⅲ 3 1 2
理Ⅰ 23 17 6
理Ⅱ 5 2 3
理Ⅲ 4 3 1
後期(理Ⅲ除く) 2 2 0

京都大学
合計12
（現役5，卒業生7）

文 2 0 2
法 0 0 0
経済 1 1 0
教育 0 0 0
総合人間 2 1 1
理 1 0 1
工 2 0 2
医 1 1 1 1 0
薬 1 1 0
農 2 1 1

一橋大学
前 15    後 0 
合計   15
（現役7，卒業生8）

法 3 0 3
経済 3 3 0
商 6 3 3
社会 3 1 2

東京工業大学
前 11  後 0   AO 3
合計   14 
（現役12，卒業生2）

第１類 4 4 0
第２類 1 1 0
第３類 2 2 0
第４類 2 2 0
第５類 4 3 1
第６類 0 0 0
第７類 1 0 1

北海道大 3 2 1
東北大 6 2 2 1 4 1
秋田大 3 3 3 3 0
茨城大 2 0 2
筑波大 5 1 4 1 1
群馬大 5 5 4 4 1 1
埼玉大 1 0 1
千葉大 12 3 7 2 5 1
電気通信大 1 0 1
東京医歯大 1 1 1 1 0
東京外大 2 2 0
東京学芸大 2 0 2
東京農工大 6 3 3
横浜国立大 4 2 2
新潟大 1 1 0 1 1
富山大 1 1 0 1 1
山梨大 1 1 0
信州大 1 1 1 1 0
大阪大 2 1 2 1 0
大阪教育大 1 1 0
神戸大 5 3 2
佐賀大 1 1 1 1 0
熊本大 1 1 0 1 1
札幌医大 2 2 0 2 2
国際教養大 1 0 1
高崎経大 1 0 1
首都大東京 2 1 1
横浜市立大 2 1 2 1 0
都留文科大 1 1 0
大阪府立大 1 0 1
気象大学校 1 1 0
海上保安大学校 1 0 1
防衛医科大学校 5 5 4 4 1 1
国公立大学・大学校総計 172 30 106 20 66 10

学部 総数 医 現役 医 卒業生 医

早稲田大学
合計224
（現役122，卒業生102）

文 16 11 5
文化構想 17 6 11
法 26 13 13
政治経済 37 21 16
商 13 6 7
社会科学 6 3 3
教育 16 8 8
人間科学 12 6 6
国際教養 5 2 3
基幹理工 18 11 7
創造理工 22 12 10
先進理工 33 21 12
スポーツ科学 3 2 1

慶應義塾大学
合計148
（現役90，卒業生58）

文 6 4 2
法 11 4 7
総合政策 6 3 3
経済 38 27 11
商 28 18 10
理工 39 20 19
環境情報 9 5 4
医 8 8 7 7 1 1
薬 3 2 1

岩手医大 1 1 0 1 1
自治医大 1 1 1 1 0
埼玉医大 3 3 3 3 0
獨協大 2 0 2
明海大 1 0 1
帝京平成大 1 0 1
東京歯大 1 0 1
東京情報大 1 0 1
青山学院大 14 6 8
学習院大 5 2 3
北里大 4 2 2 1 2 1
杏林大 8 8 3 3 5 5
工学院大 5 4 1
國學院大 5 2 3
国際基督教大 5 2 3
駒澤大 4 2 2
芝浦工大 11 7 4
順天堂大 10 10 8 8 2 2
上智大 60 38 22
昭和大 18 17 9 9 9 8
成蹊大 8 0 8
成城大 1 0 1
専修大 5 0 5
玉川大 1 0 1
中央大 52 25 27
帝京大 2 1 0 2 1
東海大 2 1 1 1 1
東京医大 5 5 2 2 3 3
東京経大 1 0 1
東京工科大 3 1 2
東京慈恵会医大 16 16 11 11 5 5
東京電機大 2 2 0
東京農大 5 2 3
東京薬大 1 0 1
東京理大 95 42 53
東邦大 11 11 4 4 7 7
東洋大 4 0 4
日本大 30 7 7 1 23 6
日本医大 10 10 4 4 6 6
日本歯大 2 0 2
法政大 20 8 12
東京都市大 1 1 0
明治大 104 46 58
明治学院大 2 1 1
明治薬大 2 0 2
立教大 22 11 11
デジタルハリウッド大 1 1 0
神奈川大 3 1 2
産業能率大 1 0 1
金沢医大 1 1 0 1 1
同志社大 1 0 1
立命館大 2 1 1
関西大 1 0 1
久留米大 1 1 1 1 0
産業医大 1 1 0 1 1
私立大学総計 951 104 473 55 478 49

　平成24年度の大学入試結果は表の通りです。
　東京大学の合格者数が、現役、既卒ともに昨年より増加しました。雑誌に
は肯定的な記事がいくつか出ましたが、本校の取り組みが大きく変化したわ
けではありません。一喜一憂する（させる？）マスコミとは一線を画して入試結
果の概観・特徴を述べたいと思います。
　今年の現役生は理系が多く、クラス数も文３に対し理６でした。中でも年々
医学部志望の生徒が増え、大きな流れになっているように感じます。今回、そ
の医学部の合格者が多いことも大きな特徴でした。国公立医学部入試では、
まずセンター試験での高得点が必須です。今年度は全国的にもセンター試
験での得点率が高くハイレベルな争いとなりましたが、２次試験を突破する応
用力が高かったものと思われます。
　医学部への集中が顕著である一方、特定の大学に一極集中する傾向は
薄らいできました。将来の進路をしっかり見据え、職業選択→研究分野選択

→学部選択→大学選択という順に志望を決める生徒が増えてきました。こ
れは、適性判断プログラムや大学での講義疑似体験など、現在高校で行っ
ているキャリア教育の効果の一つだろうと考えています。
　ところで、京都大学の合格者が12名でした。これは近年になく多いです。
海外はおろか、関東圏から（≒実家から）あまり出たくないというdomesticな高
校生が多いようですが、海城生は違うようです。ローカルに留まらない海城魂
でしょうか。
　同窓会への寄稿ということで、最後にお願いを一言。生徒にとって、働きた
くなってくるようなキャリア教育をさらに充実させていくには、社会でご活躍さ
れている先輩方からのご協力が欠かせません。今も昔も、悩みながら、迷い
ながら、一歩ずつ前に進んでいく海城生です。ＯＢの皆さんには後進のため
に引き続き、情報提供をいただければ幸いです。  

学習指導部長　森　昭大

私立大学

2012年4月12日現在　海外を含む

※　「医」は医学部医学科の合格者数　（東大理Ⅲは除く）

総数 現役 卒業生
ロンドン大（予科） 4 4 0
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お知らせ/
掲示板

16

◎
70
代
に
入
っ
て
元
気
だ
っ
た
同

期
の
急
逝
が
目
立
つ
。蓋
棺
事
則
己

（
杜
甫
）。元
気
で
人
生
を
全
う
し

た
い（
石
原
）

◎
も
う
遅
い
か
も
し
れ
な
い
が
、大

先
輩
の
功
績
を
追
跡
し
て
紹
介
し
た

い
。最
早
、ご
覧
の
通
り
若
い
世
代
に

な
って
来
た（
山
本
）

◎
７
╱
７
に
小
林
先
生
の
形
見
分

け
の
お
酒
を
飲
み
に
い
き
ま
し
ょ
う

（
国
井
）

◎
毎
度
海
原
会
の
層
の
厚
さ
に
は

圧
倒
さ
れ
ま
す（
岡
本
）

◎
海
原
会
ゴルフ
会
開
催
決
定
！
楽

し
き
出
会
い
の
場
に
な
ら
ん
こ
と
を

（
安
藤
）

◎
競
技
カ
ル
タ
部
長
田
中
君
の
好

き
な一首「
夕
さ
れ
ば
…
」（
七
十一番
、

大
納
言
経
信
）（
北
村
）

◎
訃
報
が
入
る
。そ
の
存
在
は
常
に

感
じ
て
い
た
の
に
、そ
れ
が
突
如
消
え

て
し
ま
う
。そ
の
先
は
な
い（
片
山
）

◎
小
川
晴
望
さ
ん
が
今
回
で
編
集

を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。長
い
間
、海

原
会
報
の
継
続
発
展
の
た
め
に
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た（
小
西
）

編集担当

小
川
晴
望
（
Ｓ
26
）

山
本
満
男
（
Ｓ
27
）

片
山
忠
美
（
Ｓ
28
）

石
原
長
夫
（
Ｓ
33
）

安
藤　

浩
（
Ｓ
34
）

北
村　

隆
（
Ｓ
40
）

小
西
洋
也
（
Ｓ
41
）

国
井
信
男
（
Ｓ
62
）

岡
本
浩
太
郎
（
H‌

02
）

編
集
後
記

ありますか？ 海城法曹会
『今私は司法修習生をしております。他校卒業生(開成など)から、各校出身者の法曹で構成されるOB会があると聞きました。もし海城法曹会のようなものが結成されているか、結成されているなら連絡先はどちらの先輩か、教えていただけませんでしょうか？』
若手の海原会員の方から事務局に問い合わせがありました。海城OBの法曹で構成される組織の存在をご存じの方がいらっしゃいましたら、海原会までご一報ください。これから立ち上げるというご意志でも結構です。（E-mail: unabara@kaijo.ed.jp） 

海城の同級生で起業いたしました。
平成23年9月に、昭和63年入学の4年5組（鴨田学級）の2人で IT関連会社を興しました。
株式会社 わかたむ
HP : http://www.wakatam.com/
田村栄仁（元：海城ドルフィンズ）
若杉和哉（元：野球部）
高校の同級生で始める会社というのも、ありそうでない組み合わせですが、ぜひ海城魂を込め頑張りたいと思います。よろしくお願いします！

寺崎央さんの『癌 一 髪！』

エッセイストとして活躍している寺崎央さん（Ｓ３６年卒）が自分の

肝臓癌との戦いを 一 冊の本に書きまとめ「癌 

一 髪！」という題名でマガジンハウスから発売

しました。

詳しくは同期会・同窓会広場の記事および、

以下のＵＲＬをご覧ください。

http://magazineworld.jp/bookＳ/all

/?goＳu=2411 

３７年卒の同期の皆さま

６月２日（土）午後２時に集合！！

今年は卒業から５０年目、総会で

会いましょう。　　　鷲田和雄

利根山光人記念大賞展トリエンナーレ･きたかみ

2012年8月２日～８日 　会場･北上市民交流プラザ

戦後、日本現代美術をリードした国際的な画家利根山光人氏(元

学園美術教師)は、民俗芸能の里 ｢東北北上｣に伝承される鬼剣舞

や鹿踊などの躍動美に衝撃を受け、北上にアトリエを構え20数年に

亘り制作活動を続け、現代美術界に多数の名作を送りました。

この功績を讃え全国公募展を開催しています。

大賞作品は100万円。

審査員･窪島誠一郎(信濃デッサン館主)、中林忠良(芸大教授)

甲田洋二(武蔵美学長)、千葉成夫(現代美術評論家)、他。

期間中の北上市は鬼の街一色になります。東北の元気な姿を見

て下さい。　(問合せは山本満男迄　Fax :０４３-４６１-６７４６）

第5回

【会報バックナンバー閲覧パスワード】
ホームページをリニューアルして1年がたちました。会報のバックナンバーの閲覧については、パスワードを

設定しております。ユーザー名はkaihouです。
パスワードは2012年5月14日までは「k:2011Ｓ」、2012年5月15日からは「kaiJo:121」になります。
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